
ヒュ－マンハードウェアのマキタ

人の暮らしとすまいのために･･････

モデル  SK506GD
取扱説明書

充電式屋内・屋外兼用
追尾墨出し器

ESD保護対策
ダイレクトグリーン

このたびは マキタ充電式屋内･屋外兼用追尾墨
出し器をお買い上げ賜り厚くお礼申し上げます。
ご使用に先立ち、この取扱説明書をよくお読み
いただき本製品の性能を十分ご理解の上で、適
切な取り扱いと保守をしていただいて、いつま
でも安全に能率よくお使いくださるようお願い
いたします。
なお、この取扱説明書はお
手元に大切に保管してくだ
さい。

モデル  SK313GD
モデル  SK210GD

保証書／保証規定

   年    月    日 よ り １ 年 間

SK506GＤ / SK313GD /  SK210GD
製 造 番 号
保 証 期 間

取扱販売店名
住 所
電 話 番 号

保 証 書
　充電式屋内・屋外兼用追尾墨出し器

本製品は当社の保証規定に基づき品質の保証を致します。

〒４４６－８５０２ 愛知県安城市住吉町３－11－８

ＦＡＸ．０５６６－９８－６６４２
ＴＥＬ．０５６６－９８－１７１１（代表）

型 式

ＰＮＯ．１８０２－１

・正規付属品以外のものを使用しての故障
・使用法の誤りや、落下・衝撃などによる故障

・泥、砂、水かぶりなどによる故障
・天災、火災などによる故障
・当社以外の修理、改造された場合の故障
・保管上やお手入れの不備などによる故障

１.　本製品が故障した場合はお買上げ日から満１年間無償修理を致します。
 お買い上げの販売店または当社営業所にお申しつけください。

２.　修理の際は必ず本保証書を添付の上お申しつけください。
ご提示のない場合は本保証書の無償修理期間中でも有償になります。
本保証書に取扱販売店名および購入日を保証期間の欄に記載してください。
記載のない場合は、無償修理になりません。

３.　次の場合は保証期間中でも有償修理になります。

４.　電池などの消耗品、収納ケースなどの付帯品とそれらに起因する損傷、
故障については本保証書は適用されません。
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３９

精度の点検
４．おおがね精度の点検

①壁の間が4～6mくらいの室内の中央付近に地墨マーク
　を設け、本機をマークに設置します。 
②全ての 垂直ライン光を投射します。
③右壁面に投射された通り芯ライン光の中央付近に
　マーキングＡを点け正面の壁面に投射された おおがね
　ラインの中央付近にマーキング Ｂを点けます。
　左壁面に投射された通り芯ライン光の中央付近に
　マーキングＣを点けます。
④本機がずれないようにゆっくりと水平回転し、正面
　壁面のマーキング Ｂに右側垂直ラインを合わせ、
　左壁面に投射されたおおがねラインの中央付近に
　マーキングＣ’ を点けます。
⑤マーキングＣとＣ’ の差が１ｍｍ以内であれば正常
　です。 
⑥他のおおがねライン光についても同様に精度点検を
　してください。

［ＳＫ２１０ＧＤの場合］

ﾏｰｷﾝｸﾞＣ’
（左壁面）

　ﾏｰｷﾝｸﾞC

　ﾏｰｷﾝｸﾞＢ
（正面壁面）

　
　

　ﾏｰｷﾝｸﾞＢ
（正面壁面）

ﾏｰｷﾝｸﾞＣ
（左壁面）

　ﾏｰｷﾝｸﾞＡ
（右壁面）

ﾏｰｷﾝｸﾞＣ
(左壁面）

　ﾏｰｷﾝｸﾞＤ

　ﾏｰｷﾝｸﾞＢ
（正面壁面）

ﾏｰｷﾝｸﾞＣ
(左壁面）

　ﾏｰｷﾝｸﾞＢ
（正面壁面）

（背面壁面） 　ﾏｰｷﾝｸﾞＡ
（右壁面）

　ﾏｰｷﾝｸﾞＢ’
（正面壁面）

(左壁面）
①壁の間が4～6mくらいの室内の中央付近に地墨
　マークを設け、本機をマークに設置します。 
②全ての 垂直ライン光を投射します。
③正面と左壁面に投射された垂直ライン光の中央付近
　にマーキング（Ｂ、Ｃ）を点けます。
④正面の垂直ライン光をマーキングＣに合わせ、背面
　壁面の中央付近にマーキングＤを点けます。
⑤同様にマーキングＡ、Ｂ’を点けます。
⑥ＢとＢ’の差が３ｍｍ以内であれば正常です。



マグネットダンパー方式

光　　　　源

 

下部スポット光：赤色半導体レーザー
波　　　　長

 

５１０～５３０ｎｍ（下部スポット光６５０～６６０ｎｍ） 

各５ｍＷ以下（JIS C 6802：2014 レーザークラス２）光 　 出 　 力

１. ５ ｍｍ／1ｍ（下部スポット光）

 
２.５ｍｍ／１０ｍ 
垂直130°±10％
通り芯240°±20％
水平360°

さげふり･ろく／
おおがね・ろく／
おおがね・ろく200°／
おおがね・通り芯・ろく／
クロスライン・ろく／
全周ろく／フルライン

指　示　方　式
鉛 直 指 示 範 囲

制 動 方 式
精 　 　 　 　 度

３モード（常時パルス）エコモード／通常モード／高輝度モード
ジンバル機構による自動鉛直指示
±１.５ °（範囲外は消灯で警告）

投 射 光 ±１ｍｍ／１０ｍ
おおがね ９０°±０．０１°
バッテリ／専用ＡＣアダプタ／ＵＳＢ用アダプタ
フルライン時
エコモード時　：約１２ｈ
通常モード時　：約　９ｈ
高輝度モード時：約－－－

使　用　時　間
(BL1015使用時)

電 　 　 　 　 源

使 用 温 度 範 囲 －１０℃～＋４０℃
バ ッ テ リ 切 れ お 知 ら せ 表 示 バッテリ切れお知らせランプ（黄色）点灯

寸 　 　 　 　 法 径 φ １０１ ｍｍ ｘ 高さ ２５５  ｍｍ（突出部を除く）
質量(バッテリ含)

 

１.９ｋｇ（バッテリＢＬ１０１５搭載時）
三 脚 ネ ジ Ｗ５ ／ ８

 

標 準 付 属 品 リモコン追尾受光器、専用バイス、レーザー用透視メガネ
収納ケース、肩掛けベルト

※仕様および形状などは改良のため変更する場合があります。
※仕様値は使用環境条件等により異なります。

レーザー投射光

ラ イ ン 光 切 替

ラ　イ　ン　幅
ライン投射角

ス ポ ッ ト 径

Ｅ Ｓ Ｄ 保護対策 レベル：４（国際規格 ＩＥＣ６１０００－４－２）

ライン光　　　：緑色半導体レーザー

※ ０℃以下での使用の際、電源投入直後はラインが薄くなる場合がありますが 故障
　 ではありません。レーザーを点灯させ安定するまでお待ちください。

主要機能

３

ＳＫ５０６ＧＤ ＳＫ３１３ＧＤ ＳＫ２１０ＧＤ

おおがね・通り芯・ろく時
エコモード時　：約 １８ｈ
通常モード時　：約 １５ｈ
高輝度モード時：約 １０ｈ

おおがね・ろく時
エコモード時　：約 ２０ｈ
通常モード時　：約 １７ｈ
高輝度モード時：約 １２ｈ

垂直130°±10％
通り芯240°±20％
水平110°±10％

垂直130°±10％
水平110°±10％

ろく／
さげふり･ろく／
おおがね･通り芯・ろく

ろく／
おおがね／
おおがね・ろく

輝　度　切　替

自 動 追 尾 装 置 グリーン専用自動追尾受光器対応

（１）追尾墨出し器

３８

精度の点検
２．鉛直点および垂直ライン精度の点検

①床から約３ｍ離した壁面に「下げ振り」を設置します。
②墨出し器を壁面から３ｍ～5ｍ離して設置します。
③気泡管の泡が赤い円印の中央にくるよう調整します。
④さげふりモードかおおがねモードに切替えます。
⑤天井に投射された鉛直点を観測しながら墨出し器を
　水平回転させます。
　鉛直点がライン光の幅以上に動かなければ正常です。
⑥墨出し器を水平回転させ垂直ライン光を「下げ振り」
　の糸に一致させます。
　回転微調整つまみを使用すると正確に合わせること
　ができます。
　垂直ライン光と「下げ振り」の糸が合っていれば
　正常です。

３．通り芯精度の点検
①壁の間が4～6mくらいの室内の中央付近に地墨
　マークを設け、本機をマークに設置します。
② 垂直ライン光を投射します。
③右壁面に投射された通り芯ライン光の中央付近に
　マーキングＡを点け正面の壁面に投射された
　おおがねラインの中央付近にマーキング Ｂを点け
　ます。左壁面に投射された通り芯ライン光の中央
　付近にマーキングＣを点けます。
④本機がずれないようにゆっくりと１８０°水平回転
　し、左壁面のマーキング Ｃ に右側垂直ラインを
　合わせ、右壁面に投射された左側垂直ラインの
　中央付近にマーキングＤを点けます。
⑤マーキングＡとＤの差が１ｍｍ以内であれば正常
　です。
⑥他の通り芯ライン光についても同様に精度点検を
　してください。   

　
　

　ﾏｰｷﾝｸﾞＢ
（正面壁面）ﾏｰｷﾝｸﾞＣ

(左壁面）

　ﾏｰｷﾝｸﾞＡ
（右壁面）

　
  ﾏｰｷﾝｸﾞＢ
（正面壁面）

ﾏｰｷﾝｸﾞＣ
(左壁面）

　ﾏｰｷﾝｸﾞＡ
（右壁面）

　ﾏｰｷﾝｸﾞＤ
（右壁面）



４

（２）リモコン追尾受光器

受  光  距  離 １ ｍ ～ ２５ ｍ（墨出し器の輝度：通常モード時）
受  光  精  度  レーザー光中心から ± 1 ｍ ｍ 以内 

表示ＬＥＤ受光検出表示

 

ブ ザ ー 音

音 量 表 示
 

単 ４ アルカリ乾電池 （ Ｌ Ｒ ０ ３ ） × ４ 本
電源表示ＬＥＤ点滅で電圧低下警告

使用温度範囲 － １０℃ ～ ＋ ４ ０ ℃
防塵防水性能 保護等級　Ｉ Ｐ ５ 6 （ Ｊ Ｉ Ｓ  Ｃ ０９２０）
寸　　　　法 １８８ ｍ ｍ × ５６ ｍ ｍ × ３９ ｍ ｍ 
質　　　　量   ２１０　ｇ （乾電池含む）

※仕様および形状などは改良のため変更する場合があります。
※仕様値は使用環境条件等により異なることがあります。

電　　　　源

ラインＬＥＤ３段階表示：赤色／緑色／橙色
検出音：長断続音／連続／短断続音

電池交換表示

1 ｍ ～ １ ５ ｍ（墨出し器の輝度：通常モード時）
1 m ～ １ ５ ｍ

機　　　　能 ● グリーンレーザー光位置検出（受光機能）
● 自動追尾機能

音量 3 段階切替：　小 → 大 → 消音
緑色点灯：小音量、赤色点灯：大音量、消灯：消音

● リモコン機能

リモコン機能、自動追尾機能　使用距離 ： 1m ～ 15 ｍ

上方向 ３ ｍ以内

下方向 2 ｍ以内

1m ～ 15 ｍ

※上記リモコンの使用可能距離は、屋内での目安です。

 自  動  追  尾  使  用  距  離

1）本体水平回転
2）ライン光投射モード切替
3）ライン光輝度切替
4）ライン光消灯
　

リ  モ  コ  ン  使  用  距  離

ブザー音量

３７

精度の点検
　

■ 点検して誤差が大きい場合は、お買上げの販売店または、最寄りの当社営業所に
お申し付けください。

①両壁まで約５ｍの中央に墨出し器を設置します。

②気泡管の泡が赤い円印の中央にくるよう調整
　します。

③壁面に投射させた水平ライン光の位置に印（Ａ）
　をつけます。

④本体を１８０°回転させ水平ライン光の位置に
　印（Ｂ）をつけます。

⑤墨出し器を壁面から1ｍ離した位置に移動し、
　気泡管の泡を中央に調整します。

⑥先ほど印したＢ点付近の水平ライン光の位置に
　印（Ｂ’）をつけます。

⑦本体を１８０°回転させ水平ライン光の位置に
　印（Ａ’）をつけます。
　（Ａ－Ａ’）と（Ｂ－Ｂ’）の差が 1 ｍｍ以内であれば
　正常です。

⑧本体を水平回転し水平ライン光が先に記した点
　（Ａ’）との差が最大になるズレを確認します。
　Ａ’点とのズレが 1 ｍｍ以内であれば正常です。

A

5m

B

A’

AB

B’

A’

１．水平ライン精度の点検
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注意文の 　　　　・　　　     ・　　の意味について警 告 注 意 注
ご使用上の注意事項は　　　　     ・　　　　      ・　　に区分していますが、
それぞれ次の意味を表します。

警 告 注 意 注

：取り扱いを誤ると使用者が死亡または障害を負う
　可能性のある内容のご注意。警 告

注 意 ：取り扱いを誤ると使用者が傷害を負う可能性または
　物損事故が発生する可能性のある内容のご注意。

注 ：製品および付属品の取り扱いなどに関する重要なご注意。

安全・使用上のご注意

　・ご使用前に、「取扱説明書」と「安全上のご注意」すべてをよくお読みの上正しく使用
　　してください。
　・感電、火災、重傷などの事故を未然に防ぐために、この「安全上のご注意」を必ず
　　守ってください。
　・「充電工具」は、充電式（バッテリパック式）電動工具を示します。

警 告

　・本機はレーザー光を投射します。レーザー安全基準（JIS C6802：2014）のクラス２
　　に準拠していますが、以下の内容に注意してください。
　　■ 光学器具で直接レーザー光を見ないでください。
　　　 望遠鏡やルーペなどでレーザー光を直接見ると危険です。
　　■ レーザー光を直接のぞかないでください。
　　■ レーザー光路は眼の高さを避けてください。
　　■ レーザー光路に立ち入らないようにしてください。
　　■ レーザー光路に反射物を置かないでください。
　　■ レーザー光を他の人に向けないでください。
　・レーザー光を連続して見ると、視力障害を起こすことがあります。
　　障害が疑われる場合は速やかに医師の診断を受けてください。

  ａ）レーザー光に関する安全事項

ｂ）作業環境
１．作業場は、整理整頓し、いつもきれいに保ってください。
　・ちらかった暗い場所や作業台は、事故の原因となります。
２．可燃性の液体・ガス・粉じんのある場所で使用しないでください。
　・充電工具から発生する火花が発火や爆発の原因になります。
３．使用中は子供や第三者を作業場に近づけないでください。
　・注意力が散漫になり、操作に集中できなくなる可能性があります。
　・作業者以外、充電工具や充電器のコードに触れさせないでください。

３６

使用方法
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収納ケースの空気抜きについて
外気とケース内の気圧差により、収納ケースの上蓋
が開かない場合があります。
その際は、空気抜き栓をＯＰＥＮ側に回してください。
外気とケース内の気圧差が解消され上蓋が開けやすく
なります。
使用後は、空気抜き栓を忘れずにＣＬＯＳＥ側に
回わして戻してください。

注 空気抜き栓を強く回さないでください。
部品故障の原因になります。

空気抜き栓
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１．電源コンセントは充電器の電源プラグに合ったものを使用してください。また、電源
　　プラグの改造をしないでください。接地付きプラグは確実にアースをしてください。
　・改造していない電源プラグおよびそれに対応するコンセントを使用すれば、感電の
　　リスクが低減されます。
２．金属製のパイプや暖房器具、電子レンジ、冷蔵庫の外枠などアースされているもの
　　に身体を接触させないようにしてください。
　・感電する恐れがあります。
３．本機は、雨ざらしにしたり、湿った、またはぬれた場所で使用したりしないでください。
　・バッテリケースに水が入り、バッテリが短絡する恐れがあります。
４．充電器の電源コードを乱暴に扱わないでください。
　・電源コードを持って充電器を運んだり、引っ張ったりしないでください。
　     また、電源コードを抜くために電源コードを利用しないでください。
　・電源コードを熱、油、角のある所、動くものに近づけないでください。
          電源コードが損傷したり、身体に絡まって感電する恐れがあります。
５．使用環境に適した延長コードを使用してください。
６．ＵＳＢ端子付きの充電工具や充電器は端子間を短絡（ショート）させないでください。
　・針、針金がＵＳＢ端子内に入ると、短絡（ショート）して発煙、発火の恐れがあります。
７．ＡＣアダプタ（別販売品）・単３形電池ホルダ（別販売品）は墨出し器専用のものを
　　使用してください。
　・ＡＣアダプタは、交流１００Ｖ（ＡＣ１００Ｖ）の家庭用電源コンセントにつないで
　　ください。異なる電源電圧で使用すると、火災や感電の原因となります。
８．ぬれた手でＡＣアダプタの抜き差しをしないでください。
　・感電の原因となります。
９．電源供給ケーブル・ＡＣアダプタ・単３形電池ホルダを口でくわえないでください。
　・感電の原因となります。
１０．ＡＣアダプタを使用して異常が起きたら
　・電源を切り、ＡＣアダプタをコンセントから抜いてバッテリをはずし、お買い上げの
　　販売店、または当社営業所に修理をお申し付けください。

警告
ｃ）電気に関する安全事項

１．バッテリを差し込む前に、スイッチが切れていることを確認してください。
　・スイッチがオンの位置にあるときにバッテリを差し込むと事故につながります。
２．バッテリは専用充電器以外では充電しないでください。
　・ほかのバッテリ用の充電器を流用すると、火災、発熱、破裂、液漏れの恐れ があります。

ｄ）充電工具の保管
１．使用しない充電工具は、きちんと保管してください。
　・子供の手の届かない安全な所、乾燥した鍵のかかる所に保管してください。

ｅ）バッテリの使用と手入れ

３５

使用方法

■ リモコン追尾受光器と墨出し器は赤外線通信を行います。
同じ場所で本品を2台以上使用する場合は、誤動作を防止するためチャンネルを
変更してください。チャンネル切替えはリモコン追尾受光器と墨出し器の両方を
以下の手順で同じチャンネルに設定します。
チャンネルは「1」～「3」の３チャンネル
（出荷時は 1 チャンネルに合わせてあります。）

２．リモコン追尾受光器側

１．墨出し器側

スライドスイッチ

チャンネル切替は図のようなスライドスイッチを
任意のチャンネル番号に合わせます。

スライドスイッチ

① 墨出し器底面にあるチャンネル切替スイッチ用栓をコイン等で外します。
② チャンネルを切替えます。

チャンネル切替は図のようなスライドスイッチを
墨出し器側のチャンネル番号に合わせます。

① 電池蓋を外します。
② チャンネルを切替えます。

[リモコンチャンネルの切替]

墨出し器底面基板に触れないようにしてください。

チャンネル切替
スイッチ用栓

注

５．自動追尾を中止する。
リモコン追尾受光器のリモコン／追尾切替スイッチを押すと回転を停止し、追尾を
中止します。

注 リモコン追尾受光器の電池が消耗した場合、墨出し器の回転が停止します。
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３．マキタが指定した専用バッテリ以外使わないでください。また、改造したバッテリ
      （分解してセルなどの内蔵部品を交換したバッテリを含む）を使用しないでください。
　・墨出し器の性能や安全性なども損なう恐れがあり、火災やけが、故障、破裂などの
         原因になります。
４．バッテリの端子部を金属などで接触させないでください。
　・バッテリを金属と一緒に工具箱や釘袋などに保管しないでください。短絡して発熱、
         発火、破裂の恐れがあります。
　・本機または充電器からはずした後は、バッテリにバッテリカバーを必ず取り付けて
        ください。
５．高温などの過酷な条件下ではバッテリから液漏れすることがあります。
　　濡れ出た液体に不用意に触れないでください。
　・万が一、バッテリの液が目に入ったら、直ちにきれいな水で十分洗い医師の治療を
         受けてください。
　・バッテリの液は炎症ややけどの原因になることがあります。
６．ご使用済みのバッテリは一般家庭用ゴミとして棄てないでください。
　・棄てられたバッテリがゴミ収集車内などで破壊されて短絡（ショート）し、発火、
        発煙の原因になる恐れがあります。
ｆ）単３形電池ホルダ（以降、電池ホルダと表記）のご注意
 １． 電池ホルダは単3 形電池専用です。
 ２． 電池ホルダはマキタ製品以外に取り付けて使用しないでください。また、マキタ製
　    電動工具にも使用しないでください。
  　・火災や故障の原因となります。
 ３． 電池ホルダには種類、メーカーの異なる電池や残量が異なる電池（新しい電池と使用した
　　電池など）を一緒に使用しないでください。
  　• 充電池と乾電池を一緒に使用したり、マンガン乾電池とアルカリ乾電池などを混ぜて一緒
        に使用すると発熱、破裂、液漏れの原因となります。
 ４．電池を取り付けたままの電池ホルダを金属類と一緒にしないでください。
 　 • 金属類が DC ジャックプラグの金属部に触れると、発熱、破裂、液漏れの危険性があります。
 ５． 電池ホルダを水に浸けたり、ぬらさないでください。
 　 • 発熱、液漏れの原因となります。
 ６． 電池ホルダを使用しないときや保管するときは必ず電池ホルダのスイッチをOFF にし、
　　電池を電池ホルダから取りはずしてください。
 　 • 液漏れの原因となります。
 ７． 電池および電池ホルダは、使用前・使用後にかかわらず子供の手の届かない安全なところ
　　に保管してください。
 ８． 電池カバーがうまく閉まらない場合は、直ちに使用を中止し、子供が触らないようにしてください。
ｇ）電池の注意事項
 １． 電池を誤って飲み込んだと思われる場合は、直ちに医師の診察を受けてください。
 ２． 高温などの過酷な条件下では電池から液漏れすることがあります。漏れ出た液体に不用意
        に触れないでください。

警 告

３４

使用方法

１．墨出し器の準備 

２．リモコン追尾受光器の設置 

墨出し器の電源を入れ、垂直ラインを投射します。
地墨ポイントに下部スポット光が一致する位置に墨出し器を設置します。
墨出し器を水平にします。円形気泡管の泡を赤い円の中央にくるように調整します。

リモコン追尾受光器の電源を入れます。
リモコン／追尾スイッチを押します。
追尾表示ＬＥＤ（緑色）が点灯します。
リモコン追尾受光器の基準位置表示マークを所定の位置（基準墨）に一致する
ように横置きに設置します。
ヨコ置きの気泡管の泡が中央付近になるように設置してください。

　左右の基準位置表示マーク（溝）を基準墨に
　合わせて設置してください。誤差の要因となります。

[自動追尾機能の使い方]

地墨ポイント

基準位置表示マーク

基準墨

注

３．自動追尾の開始
リモコン追尾受光器の上側になっている方の回転スイッチを押します。
回転スイッチは左／右回転どちらか垂直ラインが早く到着する方向を選んでください。
回転スイッチを押すと墨出し器の輝度は「通常モード」に切り替わり、回転を開始します。

自動追尾を開始してからリモコン追尾受光器を上下
反転させないでください。正しい動作をしなくなります。注

自動追尾中に回転スイッチを押すと回転が一旦停止します。
再度回転スイッチを押すとスイッチの方向に自動追尾を再開します。
自動追尾中に回転方向と反対方向の回転スイッチを押すと反転します。

４.自動追尾の完了
垂直ラインが受光器のセンターに合うと緑色ＬＥＤが点灯し、約２秒間連続点灯後に、
ブザーが「ピィッピィ」と鳴って自動追尾動作を完了します。

赤外線通信窓
（自動追尾用）

注 自動追尾動作中にレーザー光もしくは
赤外線通信を障害物（手など）で遮ら
れると誤動作することがあります。
一定時間内に追尾動作が完了しない場合
は自動的に回転を停止します。
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 ３． 電池は誤った使い方をしますと、破裂・発火の原因となることがあります。
        また、液漏れをして機器を腐食させたり、手や衣類などを汚す原因にもなります。
 ４．電池の取扱いについては、次の点に特に注意してください。
      ※ 金属小物（かぎ、コイン、装飾品ネックレスなど）と一緒にポケットやかばんなどに入れない
      ※ 加熱したり、火の中へは絶対に投げ込まない
      ※ 分解したり、ハンダ付けしない
      ※ 端子をショート（短絡）させない
      ※ 電池のプラスとマイナスの向きを逆に取り付けないでください。
      ※ 電池が液漏れした場合は、電池ホルダ内に付いた液をよく拭き取り、新しい電池と交換
　　   してください。
      ※ 電池の液は炎症ややけどの原因になることがあります。
      ※ 漏れた液が身体に付いたときは、水でよく洗い流してください。
      ※ 万が一電池の液が目に入ったときは、直ちにきれいな水で十分洗い医師の治療を受けて
           ください。
      ※ 使用済みの乾電池を処分する際は、お住まいの市町村の指示に従って処分してください。
      ※ 使用済みの充電池は、端子にテープなどを貼って絶縁してから、リサイクルボックスに
           お入れください。
ｈ）整備
         墨出し器は、専門家による純正部品だけを用いた修理により安全性を維持すること
         ができます。
　・本機、充電器、バッテリを分解、修理、改造はしないでください。発火したり、
　　異常動作して、けがをする恐れがあります。
　・本機が熱くなったり、異常に気づいたときは点検・修理に出してください。
　・本機は、該当する安全規格に適合しているので改造しないでください。
　・修理は、必ずお買い上げの販売店、または当社営業所にお申し付けください。
　・修理の知識や技術のない方が修理すると、十分な性能を発揮しないだけでなく、
　　事故やけがの恐れがあります。
ｉ）その他の安全事項
１．損傷した部品がないか点検してください。
　・異常・故障時には、直ちに使用を中止してください。そのまま使用すると発煙・
　　発火、感電、けがに至る恐れがあります。　　＜異常・故障例＞
　　×電源コードや電源プラグが異常に熱い。
　　×電源コードに深いキズや変形がある。
　　×電源コードを動かすと、通電したりしなかったりする。
　　×焦げくさい臭いがする。
　　×ビリビリと電気を感じる。
　・スイッチを入れても動かないなど不具合を感じた場合は、すぐにバッテリを抜いて
　　お買い上げの販売店、または当社営業所に点検、修理をお申し付けください。

警告

３３

使用方法

作業に応じて投射ラインのモードを切替できます。
短押しでライン光の投射モードが切替わります。
スイッチを押す毎に「ピィ」とブザーが鳴ります。
ライン光の投射モードについてはＰ２９、Ｐ３０の
［ライン光の投射モード切替］を参照してください。

（２）ライン光の投射モードを切替【ループバックスイッチ方式】 ライン切替スイッチ

ライン切替スイッチ

リモコン追尾受光器の赤外線通信窓を墨出し器に
向けてライン切替スイッチを長押しする毎に墨出し
器のライン光の明るさが３段階に切替わります。
ブザー音が「ピィッピィ」と二回鳴ります。
ライン光の明るさについてはＰ２９の［ライン光
の輝度切替］を参照してください。

（３）ライン光の輝度切替
【ループバックスイッチ方式】

リモコン追尾受光器の赤外線通信窓を墨出し器に向けて電源スイッチを
短押しするとライン光が消灯します。ブザー音が「ピィ」と鳴ります。
墨出し器本体の下部スポット光と輝度切替表示ＬＥＤ（緑色）が点滅します。

（４）ライン光消灯

電源スイッチ

短押し

リモコン追尾受光器でラインを消灯したまま墨出し器を収納･運搬しないで
ください。ロックされていませんので精度不具合になります。
墨出し器の電源スイッチをＯＦＦしてください。

ライン光の再点灯は、消灯前の輝度で投射します。
墨出し器の操作パネルのスイッチのいずれか又は、リモコン追尾受光器のライン
切替、側面パネルの回転スイッチもしくは電源スイッチのいずれかを押します。
側面パネルの回転スイッチを押すと墨出し器が回転します。

回転スイッチ

左側面パネル

回転スイッチ

右側面パネル

注
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２．正しい付属品や別販売品を使用してください。
　・この取扱説明書および当社カタログに記載されている付属品や別販売品以外のものを
　　使用すると、故障、事故、けがの原因となる恐れがあるので使用しないでください。
　・本機が熱くなったり、異常に気づいたときは点検・修理に出してください。
　・本機は、該当する安全規格に適合しているので改造しないでください。
　・修理は、必ずお買い上げの販売店、または当社営業所にお申し付けください。
　・修理の知識や技術のない方が修理すると、十分な性能を発揮しないだけでなく、事故
　　やけがの恐れがあります。
３．使用時間が極端に短くなったバッテリは使用しないでください。
４．落としたり、何らかの損傷を受けたバッテリは使用しないでください。
５．雷が鳴ったり、長期間使用しない場合には、電源から電源プラグを抜いてください。
　　感電や火災の原因になります。
６．ラッカー、ペイント、ベンジン、シンナー、ガソリン、ガス、接着剤などのある場所
　　では充電しないでください。
　・爆発や火災の恐れがあります。
７．火災の恐れがあります。次のようなことをしないでください。
　・ダンボールなどの紙類、座布団などの衣類、畳、カーペット、ビニールなどの上では
　　充電しないでください。
　・風窓のある充電器は、充電中に風窓をふさがないでください。また風窓に金属類、
　　燃えやすいものを差し込まないでください。
　・綿ぼこりなど、ほこりの多い場所で充電しないでください。
８．充電器のバッテリ装着部には充電用端子があります。金属片・水などの異物を近づけ
　　ないでください。
　・そのまま充電を続けると発煙、発火、破裂の恐れがあります。
９. 充電器は充電以外の用途には使用しないでください。
１０. 充電中、発熱などの異常に気が付いたときは、直ちに電源プラグを抜いて充電を
　　 中止してください。そのまま充電を続けると発煙、発火、破裂の恐れがあります。
１１. バッテリは、火への投入、加熱をしないでください。
　・発火、破裂の恐れがあります。
１２ バッテリに釘を刺したり、衝撃を与えたり、分解・改造をしないでください。
　・発熱、発火、破裂の恐れがあります。
１３. バッテリを火のそばや炎天下など高温の場所で充電・使用・保管しないでください。
　・バッテリを周囲温度が５０℃以上に上がる可能性のある場所（金属の箱や夏の車内
　　など）に保管しないでください。バッテリ劣化の原因になり、発煙、発火の恐れが
　　あります。
１４. 正しく充電してください。
　・充電器は定格表示してある電源で使用してください。昇圧器などのトランス類を使用
　　したり直流電源やエンジン発電機では使用しないでください。（当社インバータ制御付
　　エンジン発電機は除く。）異常に発熱し、火災の恐れがあります。
　・周囲温度が１０℃未満、または周囲温度が４０℃以上ではバッテリを充電しないで
　　ください。破裂や火災の恐れがあります。

警 告

３２

使用方法
水平ライン光を検出します。 垂直ライン光を検出します。

4. ライン光の受光

受光表示ＬＥＤ（緑色）が点灯する位置で、
タテ置き用又はヨコ置き用の気泡管の泡が
中央付近にくるようにリモコン追尾受光器
を動かします。

収納式ケガキ定規を使用すると鉛筆などで
壁面や床面に印するときに便利です。

受光窓

緑色ＬＥＤ

橙色ＬＥＤ

赤色ＬＥＤ

ライン光が受光窓に当たるようにリモコン
追尾受光器を動かします。
受光表示ＬＥＤとライン光の位置は連動して
いますので受光表示ＬＥＤが点灯している位置
にライン光が投射していることが分かります。

5. 気泡管の確認

6. 検出位置を印する

水平ライン光

垂
直
ラ
イ
ン
光

９０°

９０°

９０°

収納式ケガキ
　定規ノブ

９０°

1. 墨出し器の電源を入れる。

2. リモコン追尾受光器の電源を入れる。

[リモコン機能の使い方]

墨出し器とリモコン追尾受光器のチャンネルが合っていないと反応
しませんので事前に確認してください。Ｐ３５を参照してください。注

赤外線通信窓

回転スイッチ

3. 墨出し器をリモコン操作

リモコン追尾受光器の赤外線通信窓を墨出し器に向けて
回転スイッチを押すと墨出し器が回転します。
スイッチは左／右回転どちらか回転させたい方向を
選んでください。
回転を停止させるには同じ回転スイッチを
もう一度押してください。
リモコンによる回転時、一定時間操作されない
場合は自動的に回転を停止します。

（１）本体を水平回転



１０

警 告

注意
１．作業前には点検を行い精度を確認してください。
　　  点検しないと、誤差が生じた場合に誤った作業をすることになります。
　　  詳しくは【精度の点検】をご覧ください。
２．強い振動・衝撃を与えないでください。
　　 過度な衝撃は破損や性能の低下をまねくことがあります。
　　 振動や衝撃が加わった場合には精度の点検を行ってください。
３．本機を移動させる時は電源をＯＦＦにしてからお持ちください。
　　作業が終了したら電源スイッチをＬＯＣＫ-ＯＦＦ側に回してください。
　　電源がＯＦＦになり内部がロックされます。
４．異常が認められた時は、本機をお使いにならないでください。
　　すぐに作業を中止して、お買い上げの販売店または、最寄の当社営業所にお申し付けください。
５．電源スイッチをＯＮ側に回してレーザーが点灯しない場合は、本機を２，３回軽く
         振ってください。
　　   本機を２，３回軽く振ってもレーザーが点灯しない場合は、使用を中止して、
　　   お買い上げの販売店または、最寄の当社営業所にお申し付けください。
６．電源投入時は、電源を切った時のライン光投射モードと同じモードから投射します。
         ライン光が眼に入らない位置でスイッチを操作してください。
７．付属のリモコン追尾受光器（LDG-4)はグリーン自動追尾機能搭載墨出し器専用です。
８．グリーンレーザーは視認性が高いため暗室や暗い場所では内部からの反射や外部の
　　ガラス等の反射光が視認できる場合があります。
９．結露したまま使用しないでください。
　　急激な温度変化により結露する場合があります。
　　結露が確認されましたら、電源を入れずに結露が取れるまで自然放置してください。

　・バッテリは、換気のよい場所で充電してください。バッテリや充電器を充電中、布など
　　で覆わないでください。破裂や火災の恐れがあります。
　・使用しない場合は、電源プラグを電源コンセントから抜いてください。
　　破裂や火災の恐れがあります。
　・電源コードが踏まれたり、引っかけられたり、無理な力を受けて損傷することがない
　　ような場所で充電してください。発煙、発火、感電の恐れがあります。
１５. ぬれた手で電源プラグに触れないでください。
　   ・感電の恐れがあります。
１６. バッテリは、電力量が１００Ｗｈを超える場合、
　　  危険物に分類されます。
　   ・輸送の際は、輸送会社にお問い合わせの上、指示に
           従ってください。
　   ・電力量は、バッテリ裏側の注意ラベルに記載されて
           います。（右図の〇部分）

３１

使用方法

1. 乾電池の取り付け／交換

2. リモコン追尾受光器の電源を入れる。

コイン等で電池蓋固定ネジを反時計回りに
まわして電池蓋をはずします。
新しい単4アルカリ乾電池4本を、電池ケース
の表示に合せ（＋）、（－）を正しく入れます。
電池蓋のフック部を本体の穴に合せて
差し込み、電池蓋固定ネジをコイン等
で締付けて固定します。

[リモコン追尾受光器の使い方]

電源スイッチ押すと、電源表示ＬＥＤ（緑色）
が点灯します。
各種作業を開始します。

3. 電源を切る。
電源スイッチを長押して「ピィッピィ」と
鳴ってから手を離すと電源が切れます。

※  オートパワーオフ機能付
最後の動作から約 ５ 分後に自動で電源が切れます。
電源を切り忘れて放置したり、収納袋に収納した場合に電池の消耗を防ぎます。

フック部

[ライン光の検出]
1. 墨出し器の準備

墨出し器の電源を入れます。
墨出し器のライン光を選択します。
墨出し器のライン光の明るさを通常モードで使用することを推奨します。

2. リモコン追尾受光器の電源を入れる。

3. リモコン追尾受光器の向き
リモコン追尾受光器の向きはライン光によって右図のようにします。

注 短押しの場合、墨出し器のレーザーが消灯します。（消灯モード）

ブザースイッチ

電源スイッチ

４. ブザースイッチの切替
音量小／音量大／消音の三段階切替【ループバック方式】
ブザー表示ＬＥＤ・・・【緑色】音量小／【赤色】音量大／【消灯】消音



１１

注
１．本機に搭載できるバッテリは、ＢＬ１０１５／ＢＬ１０４０Ｂです。
２．電源が離れていて、延長コードが必要なときは、充電器を最高の能率で支障なく
        ご使用していただくために十分な太さのコードをできるだけ短くお使いください。
　　使用できる延長コードの太さ（導体交称断面積）と長さの目安

延長コードの太さ（導体交称断面積） コードの長さの目安
２.０ｍｍ ３０ｍ２

注意
１０．ライン光の交点付近では受光器を使用しないでください。
　　　水平ライン光と垂直ライン光との交点付近では、受光器での検出ができません
　　　ので、本体を回転させるか、受光位置を変更してご使用ください。
１１．墨出し器とリモコン追尾受光器の間を障害物（手など）でさえぎらないでください。
　　　リモコンおよび追尾の赤外線信号が送受信ができず、正しい動作ができなくなります。
１２．リモコン追尾受光器は外乱（反射光やノイズ等）により正しく検出できない場合が
　　　あります。
１３．使用環境によりリモコン追尾受光器で検出または追尾しにくい時は、ライン光の
　　　明るさを通常モードで使用することを推奨します。
１４．リモコン追尾受光器で追尾完了時に検出が正しくない場合、乾電池の容量が少ない
　　　ことによる赤外通信エラーが考えられますので、新しい乾電池４本と交換して
　　　再度確認してください。
１５．他のリモコンを同時に使用しないでください。
　　　他の赤外線リモコンと混信して誤動作の原因になります。混信している場合、チャンネルを
　　　 切替えてご使用ください。詳しくは、【リモコンチャンネルの切替】をご覧ください。
１６．運搬する場合は、収納ケースに入れて運んでください。
１７．本機は必ず収納ケースに入れ、高温、多湿、振動、ほこりの多い場所を避けて
　　　保管してください。
１８．ＡＣアダプタ（別販売品）のコードが巻き付かないように操作してください。
１９．レーザー光射出口の窓は光学ガラスを採用しているため汚れると高精度の検出が
　　　できなくなることがありますので、柔らかい布などで拭き取ってください。
２０．本機が汚れた時は、乾いた柔らかい布で拭いてください。
　　　汚れがひどい時は、水にひたした布をよくしぼって拭き取ります。
　　　その後、もう一度乾いた柔らかい布で水分を拭き取ってください。

　　　アルコール、ベンジン、シンナーなどの揮発性の溶剤は使用しないでください。
　　　（変色、変形、変質などの故障の原因になります。）

２１．絶対に分解・改造をしないでください。
　　　本機を分解、改造すると故障、感電の原因となります。
２２．長期間ご使用にならない場合は、バッテリを取り外してください。
２３．使用者への安全教育について、レーザー光の性質、危険性など、十分理解の上
　　　ご使用ください。
２４．子供には使用させないでください。

３０

使用方法

水平微動装置

回転微調整つまみを回すと、水平回転の微調整が
できます。

※ ろく（水平ライン光）の高さはエレベータ三脚（別販売品）を使用 すると
　 容易にあわせることができます。

下部スポット光

SK313GD

SK210GD

ろく
さげふり
・ろく

おおがね

ろく さげふり
・ろく

おおがね
・通り芯
・ろく

おおがね

下部スポット光

ゴム足キャップは床面にキズを付けたくない
ときや床面が滑りやすいときにご使用ください。
ゴム足キャップは標準装備されています。
凹凸のあるコンクリート床などでは、 取り
外して使用することができます。

おおがね・
通り芯・ろく

ろく おおがね
・ろく

ろく
おおがね
・ろく

６．ゴム足キャップ

５．水平微動装置



１２

特　徴
[マキタの充電式リチウムイオンバッテリ(ＣＸＴ)対応]
　・１０.８Ｖスライド式バッテリシリーズに本機が加わりました。
　・お手持ちのＬｉ-ｉｏｎバッテリを本機に装着し、長時間の使用ができます。

[ダイレクトグリーン]
　・半導体グリーンレーザーを搭載しています。
　・明るい場所では高輝度モードに切り替えできます。
　・エコモードでは省エネになり、使用時間が伸びます。
[ 自動追尾機能搭載 ]
　・追尾機能で一人でおおがね・通り芯の
　　墨出し作業が簡単に正確にできます。

[ フルライン投射 ](SK506GDのみ)
　・フルラインで投射しますのであらゆる
　　作業での効率が高まります。

[ 墨出し器点灯モード記憶 ]
　・作業を中断しても消灯前の点灯モード
　　を記憶しています。

[ リモコン機能搭載 ]
　・墨出し器の水平回転／停止／逆回転を
　　遠隔操作できます。
　

・墨出し器のライン光投射モードを
　切替えできます。

　・墨出し器のライン光を消灯する
　　ことができます。

２９

使用方法

【ループバックスイッチ方式 】

作業に応じて、ライン光の投射モードを、操作パネルのライン切替スイッチで
選択します。

ライン切替スイッチ おおがね
　  ・
ろく200°

ライン光投射モード記憶機能付き
電源スイッチを一度切っても再投入したときは、同じ投射
ライン光で照射します。

SK506GD

３．ライン光の輝度切替

４．ライン光の投射モード切替

　　　　エ　コ：バッテリの使用時間が延びます。
　　　　通　常：高輝度とエコの中間の明るさです。
　　　　　　　　受光器使用時に最適なモードです。
　　　　高輝度：ライン光が明るくなります。
                 　　　　ＳＫ５０６ＧＤにおいて、フルラインモードでは、高輝度投射でき
　　　　　　　　ません。自動的に通常モードに切替ります。

さげふり
・ろく

おおがね
・ろく

おおがね
・通り芯
・ろく

クロス
ライン
・ろく

フルライン

輝度表示ＬＥＤ

輝度切替
スイッチ

全周
ろく

下部スポット光

下部スポット光

【ループバックスイッチ方式】

エコ 通常 高輝度
LED消灯 赤LED点灯

輝度
表示LED 緑LED点灯

さげふり
・ろく

おおがね
・ろく

おおがね
・ろく200°

おおがね
・通り芯
・ろく

フルライン全周
ろく

クロス
ライン
・ろく

作業に応じて投射ライン光の明るさを操作パネルの輝度切替スイッチで選択します。
電源スイッチを一度切っても、電源ＯＮ時は前回電源ＯＦＦした時の輝度で投射します。



１３

各部の名称
墨出し器

電源スイッチ

ハンドル

バッテリ

操作パネル
垂直レーザー光
射出窓（4）

水平レーザー光
射出窓（4）

円形気泡管

回転微調整
つまみ

調整ネジ脚

ゴム足
キャップ

下部スポット光
射出口 ( 底面 )

外部三脚取付ネジ穴
( 底面）

※1

※2

図は SK506GD、※1印の数値は SK313GDは (3)/SK210GD は (2)
※2 印の数値は SK313GD、SK210GDともに（1）です。

DCジャック
カバー

チャンネル切替
スイッチ用栓

下部スポット射出口

リモコン追尾受光器
円形気泡管
( タテ置き用）

収納式
ケガキ定規

受光窓

受光表示
ＬＥＤ

操作パネル

棒状気泡管
（ヨコ置き用）

赤外線通信窓
（自動追尾用）

赤外線通信窓
（リモコン用）

側面パネル
（両側面 )

収納式ケガキ
定規・ノブ

電池蓋

電池蓋
固定ネジ

バイス取付
　ネジ穴

バイス取付
　ガイド穴

２８

使用方法

本機を水平にします。円形気泡管の泡を赤い円の中央に
くるように調整ネジ脚を回して調整します。

円形気泡管

【電源ＯＮ】
電源スイッチを「Ｉ／ＯＮ」側に回します。
レーザー光が投射します。
前回電源ＯＦＦした時のライン光のモード、及び
輝度で投射します。

【電源ＯＦＦ】
電源スイッチを「Ｏ／ＯＦＦ」側に回します。
電源がＯＦＦし、内部の振子がロックします。

電源ＯＦＦしたあとでバッテリもしくは
ＤＣジャックプラグを抜いてください。

エレベータ三脚（別販売品）を使用する場合、
エレベータ三脚を先に据え付けます。
墨出し器をエレベータ三脚に取り付けます。
墨出し器の気泡管の泡が赤い円の中央にくる
ようにエレベータ三脚の脚を伸縮させてくだ
さい。

２．電源スイッチの操作

１．墨出し器の設置について
墨出し器の使い方

注

・単３形電池ホルダのケーブルは束ねないでください。また、ケーブルを踏んだり、
　三脚の足や身体に引っかけたりしないように注意してください。
　充電式追尾墨出し器が三脚ごと倒れ、故障、けがの原因になります。
・固定ネジが緩んでいると落下により単３形電池ホルダの故障やケーブルの断線、
　ＤＣジャック部の故障の原因となります。



１４

標準付属品
① ② ③ ④ ⑤

①本　機　 SK506GD
　　　　　(SK313GD)
　　　　　(SK210GD)

③バイス

⑤肩掛けベルト
⑥レーザー用透視メガネ

②リモコン追尾受光器

①

⑦

③⑥

④
⑦取扱説明書
⑧収納ケース

④単４アルカリ乾電池 ４本

②

⑧

⑧

⑦

⑥

別販売品

・ＵＳＢ用アダプタ
　部品番号(JPAADP05)　

・電源供給ケーブル
　部品番号(A-60171)　

・ハンドストラップ
　部品番号(A-59972)　

・充電器ＤＣ１０ＳＡ
　部品番号(JPADC10SA)　

・バッテリＢＬ１０４０Ｂ
　部品番号( A-59863)　

別販売品の詳細につきましてはカタログを参照していただくか、お買い上げ販売店、
または当社営業所へお問い合わせください。

・バッテリＢＬ１０１５
　部品番号( A-59841)　

⑤

２７

使用方法

単３形電池ホルダの使い方

注意
電池の取り付け、取りはずしの際は必ず単３形電池ホルダの電源スイッチをＯＦＦに
してください。
　・故障の原因になります。
単３形電池ホルダのDCジャックプラグをマキタ製品につなぐときは、必ずマキタ製品と
単３形電池ホルダの電源スイッチをＯＦＦにしてください。
　・故障の原因になります。

１．電池カバーを取りはずし、単３形電池ホルダに単３形電池４本を挿入します。
　・単３形電池ホルダ内に記載してある向きに合わせて、電池を入れてください。
２．電池カバーを取り付けます。
３．充電式追尾墨出し器本体のＤＣジャック
　　カバーをめくり、ＤＣジャックプラグを
　　墨出し器本体のＤＣジャックにつなぎます。
４．先に単３形電池ホルダの電源スイッチ
　　をＯＮにして、墨出し器本体の電源
　　スイッチをＯＮにしてください。

・単３形電池ホルダを充電式追尾
　墨出し器のバッテリ挿入部に取り
　付けて使用しないでください。
・ケーブルが巻き取られ故障の原因
　になります。
・電源スイッチをＯＮにしてもレーザー
　が点灯しない場合、新品の単３形電池に交換してください。
　墨出し器使用後、輝度切替スイッチでエコモードを選択し、
　電源スイッチをＯＦＦにすることをおすすめします。

注

※エレベータ三脚（別販売品）と一緒に使用する場合
１．単３形電池ホルダに別販売品のハンド
        ストラップを取り付けてください。
２．エレベータ三脚の固定ネジをしっかりと固定した状態で、
　　図のように単３形電池ホルダをハンドストラップで固定ネジにかけてご使用ください。

単３形電池ホルダ
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別販売品
・ＵＳＢ用アダプタ
　スライド式Li-ion 10.8V用
　部品番号(JPAADP06)　

エレベータ三脚ミニ
部品番号(TK00LM1001)

エレベータ三脚
部品番号(TK00LM4001)

3mエレベータ三脚
部品番号(TK00LM5030)

・エレベータ三脚
（下部レーザースポット光投射可能）

４００～１,１４０ｍｍ ６７０～１,８００ｍｍ ７９０～２,８７０ｍｍ

　　エレベータ三脚（３種）をご使用時の注意事項
　　　ＤＣジャック使用時は、三脚アダプタ（ＴＫ００ＬＭ１００２）を併用することを
　　　お勧めします。

・単３形電池ホルダ
　部品番号(A-67549)

・専用ＡＣアダプタ
　部品番号(TKALV42150)

・軽天・壁掛兼用マウント
　部品番号(A-63666)

・三脚アダプタ
　部品番号(TK00LM1002)　　　　　　　

２６

使用方法

　＊エレベータ三脚（別販売品）でＵＳＢ用アダプタを使用する場合、ＵＳＢ用
　　アダプタにハンドストラップ（別販売品）を取り付けてください。  
　　エレベータ三脚の固定ネジをしっかりと固定した状態で、図のように
　　ハンドストラップを固定ネジにかけて、ＵＳＢ用アダプタをご使用ください。
　　固定ネジが緩んでいると落下によりＵＳＢ用アダプタ
　　の故障や電源供給ケーブルの断線、ＵＳＢ端子や
　　ＤＣジャック部の故障の原因となります。 

ＵＳＢ用アダプタ ( 別販売品）について

バッテリ

ＵＳＢ用アダプタ

固定ネジ

エレベータ三脚

ハンドストラップ

電源供給ケーブル

注
　・ＵＳＢ用アダプタではバッテリの充電は
　　できません。
　・ＵＳＢ用アダプタ（ＡＤＰ０５、ＡＤＰ０６）
　　を使用する場合は、ＡＤＰ０５、ＡＤＰ０６
　　の取扱説明書をご確認ください。

３．ＵＳＢ用アダプタの電源スイッチをＯＮにした後、本機の電源スイッチを
　　ＯＮにしてください。

１．ＤＣジャックカバーをめくり、本機の電源がＯＦＦになっていることを確認し、
　　ＤＣジャックへ電源供給ケーブルのＤＣジャックプラグをつなぎます。
２．ＵＳＢ用アダプタにバッテリを接続します。

【ＵＳＢ用アダプタを使用する場合】

DCジャックプラグ

DCジャック
DCジャックカバー



１６

使用方法

赤色部

バッテリは確実に本機に差し込んでください。ボタン上部の赤色部が見えている場合は
完全にロックされていません。赤色部が見えなくなるまで、しっかり差し込んでください。
 ・差し込みが不十分ですと、はずれて事故の原因になります。

警告

バッテリの取り付け・取りはずし方

　・お買い上げ時は、バッテリは十分に充電されていません。
　　ご使用前に充電器で正しく充電してからご使用ください。
　・使用しないときはバッテリカバーをかぶせてください。バッテリを水や
　　ほこりから保護するのに役立ちます。
　・使用しないときは本機からバッテリを抜いて保管してください。

　・バッテリを本機に取り付けるときは、片方の手で本機を押さえながら、本機の溝に
　　あわせ、奥まで確実に挿入してください。
　　この際、ボタン上部の赤色部が見えている場合は完全にロックされていません。
　　赤色部が見えなくなるまで、確実に挿入してください。
　・バッテリを本機から取りはずすときは、片方の手で本機を押さえながらもう一方の手で
　   １. バッテリ正面のボタンを下げながら
　   ２. スライドさせると取りはずせます。

ボタン
1

2

バッテリ（別販売品）について

２５

使用方法

ラベル

DCジャックプラグ

DCジャック

・使用する前にラベルの表示をご確認ください。

墨出し器専用以外のＡＣアダプタを使用すると故障する場合 が
ありますので使用しないでください。

注意

注
　・ＡＣアダプタではバッテリの充電はできません。
　・本機を使用しないときはＡＣアダプタの電源プラグを電源コンセントから抜いて
　　ください。

１．ＤＣジャックカバーをめくり、本機の電源スイッチがＯＦＦになっていることを
　　確認し、ＤＣジャックへＡＣアダプタのＤＣジャックプラグをつなぎます。
２．ＡＣアダプタの電源プラグを電源コンセントにつなぎます。

【ＡＣアダプタを使用する場合】
ＡＣアダプタ ( 別販売品 ) について

DCジャックカバー



１７

使用方法

バッテリ寿命を長くする目的で出力を自動停止する保護機能がついています。
これはバッテリの保護機能によるものであり故障ではありません。
　・本機を使用中、バッテリ容量が少なくなると操作パネルのバッテリ切れお知らせランプ
　　が点灯します。　そのまま使用を継続するとレーザー光が消灯します。

　・満充電したバッテリを再度充電しないでください。
　・充電は周囲温度１０℃～４０℃の範囲で行ってください。
　・使用直後などの熱くなったバッテリは、充電器に差し込んで冷却してから充電する
　　ことをおすすめします。

バッテリの回収について

バッテリ保護機能

バッテリを長持ちさせるには

　・使用済みバッテリはリサイクルのため回収しております。お買い上げの販売店、
　　または当社営業所へご持参ください。

　・バッテリ切れお知らせランプは、ご利用状況や気温などによって実際の残容量と
　　異なる場合があります。

操作パネル

２4

使用方法

　・いつも安全に能率よくお使いいただくために定期点検をおすすめします。
　　修理・点検はお買い上げの販売店、または当社営業所にお申し付けください。
　・充電器の保管場所として次のような場所は避けてください。
　　×お子様の手が届いたり、簡単に持ち出せる所
　　×温度や湿度の急変する所
　　×湿気の多い所
　　×直射日光の当たる所
　　×揮発性物質の置いてある所



１８

使用方法
バッテリの充電方法
１．充電器の電源プラグを１００Ｖの電源コンセントに差し込んでください。
　　充電表示ライトは「緑」の点滅を繰り返します。
２．バッテリを充電器の挿入ガイドにそって、一番奥まで入れてください。
３．バッテリを挿入しますと充電表示ライトが「赤」に点灯し、充電を開始します。
　　充電完了すると「緑」の点灯に変わります。
　　充電時間は周囲温度（１０℃～４０℃）やバッテリの状態（新品・長期保存バッテリ
　　や寿命に近いバッテリなど）により変動します。
４．充電完了後すぐに使用しない場合は、バッテリの冷却を行いますので、そのまま差し
　　込んでおくことをおすすめします。
　　冷却時間は約３０分です。
５．バッテリを抜き取り、電源コンセントから充電器の電源プラグを抜いてください。

バッテリ

充電表示ライト

２３

使用方法

例：横配置で取り付ける場合

吊下げ用ネジ

固定用ネジ1

固定用ネジ2

［横配置の場合］ ［縦配置の場合］

手順２で取り付けた吊下げ用ネジに充電器を引っ掛けてください。
３. 充電器の取り付け

　　固定用ネジを図のように締め込んでください。

４. 充電器の固定



１９

使用方法
充電表示ライトについて

充電表示ライトの内容は以下のようになっています。
（通常充電時のライト表示および表示内容）

（異常時のライト表示および表示内容）

ライト表示
点灯

点滅
表示内容

充電前「緑1個」点滅
電源に差し込んだ状態です。

冷却中「赤1個」点滅
バッテリ・充電器が充電可能な温度状態に
なった後、自動的に充電開始します。

80%充電「赤1個・緑1個」点灯
　バッテリ容量　約80～100%を示します。
　（80%充電表示は、おおよその目安です。
　バッテリの温度・状態により変動します。）

冷却異常「黄」点滅
　冷却ファン故障、または冷却不足です。

充電中「赤1個」点灯
　バッテリ容量　約0～80%を示します。

充電完了「緑1個」点灯

充電不可「赤・緑1個」交互点滅
バッテリ寿命またはゴミづまりで充電できま
せん。

２２

使用方法

[ 横配置の場合 ]

[ 縦配置の場合 ]

8 mm程度

8 mm程度

75 mm以上

32 mm以上

90 mm以上

69 mm

30 mm以上

30 mm以上

180 mm以上

50 mm以上

110 mm

115 mm以上

吊下げ用ネジ

吊下げ用ネジ

　　周りに充電器の取り付け作業や、バッテリの充電作業の障害になる出っ
　　張りなどがない、強度のある壁面に取り付けてください。

２. 吊下げ用ネジの取り付け



２０ ２１

使用方法 使用方法

注
　・ＤＳ10ＳＡはマキタバッテリ専用の充電器です。他の目的に使用しないでください。
　・使用直後のバッテリや直射日光の当たる所に長時間放置したバッテリを充電されますと
　　充電表示ライトが「赤」の点滅を繰り返す場合があります。
　　このようなときは、充電器内蔵の冷却ファンによりバッテリを冷却してから充電を開始
　　します。
　・充電開始後、充電表示ライトが「赤・緑」の交互点滅を繰り返した場合は、バッテリの
　　寿命またはゴミづまりで充電できません。
　・充電時間は周囲温度やバッテリの状態により長くなることがあります。
　・次のような状態のときは、充電器またはバッテリに故障があると考えられますので、
　　充電器とバッテリの両方を、お買い上げの販売店、または当社営業所へお持ちください。
　　×充電器のプラグを１００Ｖの電源に差し込んでも、表示ライトが「緑」に点滅しない。
　　×バッテリを挿入しても、表示ライトが「赤」に点灯または点滅しない。
　　×充電開始後、表示ライトが「赤」に点灯した後、４時間以上たっても充電が完了しない。
　　　（表示ライトが「緑」に変わらない。）
　・バッテリを使用しないときは、バッテリカバーをかぶせてください。
　　バッテリを水やほこりから保護するのに役立ちます。

冷却システムについて
　・バッテリの性能を十分に発揮させるため、充電器内蔵の冷却ファンによりバッテリを
　　効率よく冷却するシステムです。送風の音がしますが故障ではありません。
　・冷却ファンが故障したり、充電器やバッテリのゴミづまりによって冷却不足となった場合、
　　「黄」のライトが点滅し冷却システム異常をお知らせします。
　　冷却システム異常の場合も充電を行いますが、充電時間が長くなることがあります。
　　このようなときは、充電器、バッテリの風穴がふさがれていないか、または送風の音が
　　しないか、ご確認ください。
　・充電中、送風の音がしない場合がありますが、「黄」のライトが点滅していなければ故障
　　ではありません。冷却ファンを停止して充電することがあります。
　・充電器、バッテリの風穴をふさがないでください。
　・頻繁に「黄」のライトが点滅するようなときは、点検・修理をお申し付けください。

壁に取り付けて使用する場合

・壁に取り付けて使用する場合は、必ず吊下げ用ネジ２本で確実に吊下げて
　ください。
・充電器を吊下げた後は、固定用ネジなどにより充電器を固定してください。
　固定が不十分な場合、充電器からバッテリを抜き取る際に充電器が落下する
　恐れがあります。
・取り付け作業を行うときは、バッテリを抜き取り、電源プラグを電源コンセ
　ントから抜いてください。
・取り付け作業を途中で中断すると落下などの恐れがあります。取り付け手順
　を守り、最後まで確実に取り付け作業を行ってください。
・定期的にネジのゆるみがないか確認してください。
・ネジのゆるみがあると充電器が落下する恐れがあります。
・定期的に充電器の端子部を清掃してください。
・端子部の清掃を行うときは、エアダスターなどでていねいに行ってください。
・充電器本体、バッテリの総重量は、約１.１kg になります。取り付け場所の
　耐加重が不足する場合は、十分な補強を行ってください。

壁面への充電器の取り付けは、次の手順で行ってください。
１. 事前準備
用意するもの（別途準備してください）

・木ネジ（吊下げ用）４ｍｍ×２０ｍｍ以上：２本
　※ネジ頭は下図の寸法としてください。

・木ネジ（固定用ネジ１）４ｍｍ×２５ｍｍ以上：１本
・木ネジ（固定用ネジ２）４ｍｍ×４０ｍｍ以上：１本
・工具（ネジ締め用）

直径9.0 mm以下

3.5 mm以下

注意

※この充電器は横配置と縦配置の２方向で壁に掛けることができます。



２０ ２１

使用方法 使用方法

注
　・ＤＳ10ＳＡはマキタバッテリ専用の充電器です。他の目的に使用しないでください。
　・使用直後のバッテリや直射日光の当たる所に長時間放置したバッテリを充電されますと
　　充電表示ライトが「赤」の点滅を繰り返す場合があります。
　　このようなときは、充電器内蔵の冷却ファンによりバッテリを冷却してから充電を開始
　　します。
　・充電開始後、充電表示ライトが「赤・緑」の交互点滅を繰り返した場合は、バッテリの
　　寿命またはゴミづまりで充電できません。
　・充電時間は周囲温度やバッテリの状態により長くなることがあります。
　・次のような状態のときは、充電器またはバッテリに故障があると考えられますので、
　　充電器とバッテリの両方を、お買い上げの販売店、または当社営業所へお持ちください。
　　×充電器のプラグを１００Ｖの電源に差し込んでも、表示ライトが「緑」に点滅しない。
　　×バッテリを挿入しても、表示ライトが「赤」に点灯または点滅しない。
　　×充電開始後、表示ライトが「赤」に点灯した後、４時間以上たっても充電が完了しない。
　　　（表示ライトが「緑」に変わらない。）
　・バッテリを使用しないときは、バッテリカバーをかぶせてください。
　　バッテリを水やほこりから保護するのに役立ちます。

冷却システムについて
　・バッテリの性能を十分に発揮させるため、充電器内蔵の冷却ファンによりバッテリを
　　効率よく冷却するシステムです。送風の音がしますが故障ではありません。
　・冷却ファンが故障したり、充電器やバッテリのゴミづまりによって冷却不足となった場合、
　　「黄」のライトが点滅し冷却システム異常をお知らせします。
　　冷却システム異常の場合も充電を行いますが、充電時間が長くなることがあります。
　　このようなときは、充電器、バッテリの風穴がふさがれていないか、または送風の音が
　　しないか、ご確認ください。
　・充電中、送風の音がしない場合がありますが、「黄」のライトが点滅していなければ故障
　　ではありません。冷却ファンを停止して充電することがあります。
　・充電器、バッテリの風穴をふさがないでください。
　・頻繁に「黄」のライトが点滅するようなときは、点検・修理をお申し付けください。

壁に取り付けて使用する場合

・壁に取り付けて使用する場合は、必ず吊下げ用ネジ２本で確実に吊下げて
　ください。
・充電器を吊下げた後は、固定用ネジなどにより充電器を固定してください。
　固定が不十分な場合、充電器からバッテリを抜き取る際に充電器が落下する
　恐れがあります。
・取り付け作業を行うときは、バッテリを抜き取り、電源プラグを電源コンセ
　ントから抜いてください。
・取り付け作業を途中で中断すると落下などの恐れがあります。取り付け手順
　を守り、最後まで確実に取り付け作業を行ってください。
・定期的にネジのゆるみがないか確認してください。
・ネジのゆるみがあると充電器が落下する恐れがあります。
・定期的に充電器の端子部を清掃してください。
・端子部の清掃を行うときは、エアダスターなどでていねいに行ってください。
・充電器本体、バッテリの総重量は、約１.１kg になります。取り付け場所の
　耐加重が不足する場合は、十分な補強を行ってください。

壁面への充電器の取り付けは、次の手順で行ってください。
１. 事前準備
用意するもの（別途準備してください）

・木ネジ（吊下げ用）４ｍｍ×２０ｍｍ以上：２本
　※ネジ頭は下図の寸法としてください。

・木ネジ（固定用ネジ１）４ｍｍ×２５ｍｍ以上：１本
・木ネジ（固定用ネジ２）４ｍｍ×４０ｍｍ以上：１本
・工具（ネジ締め用）

直径9.0 mm以下

3.5 mm以下

注意

※この充電器は横配置と縦配置の２方向で壁に掛けることができます。



１９

使用方法
充電表示ライトについて

充電表示ライトの内容は以下のようになっています。
（通常充電時のライト表示および表示内容）

（異常時のライト表示および表示内容）

ライト表示
点灯

点滅
表示内容

充電前「緑1個」点滅
電源に差し込んだ状態です。

冷却中「赤1個」点滅
バッテリ・充電器が充電可能な温度状態に
なった後、自動的に充電開始します。

80%充電「赤1個・緑1個」点灯
　バッテリ容量　約80～100%を示します。
　（80%充電表示は、おおよその目安です。
　バッテリの温度・状態により変動します。）

冷却異常「黄」点滅
　冷却ファン故障、または冷却不足です。

充電中「赤1個」点灯
　バッテリ容量　約0～80%を示します。

充電完了「緑1個」点灯

充電不可「赤・緑1個」交互点滅
バッテリ寿命またはゴミづまりで充電できま
せん。

２２

使用方法

[ 横配置の場合 ]

[ 縦配置の場合 ]

8 mm程度

8 mm程度

75 mm以上

32 mm以上

90 mm以上

69 mm

30 mm以上

30 mm以上

180 mm以上

50 mm以上

110 mm

115 mm以上

吊下げ用ネジ

吊下げ用ネジ

　　周りに充電器の取り付け作業や、バッテリの充電作業の障害になる出っ
　　張りなどがない、強度のある壁面に取り付けてください。

２. 吊下げ用ネジの取り付け



１８

使用方法
バッテリの充電方法
１．充電器の電源プラグを１００Ｖの電源コンセントに差し込んでください。
　　充電表示ライトは「緑」の点滅を繰り返します。
２．バッテリを充電器の挿入ガイドにそって、一番奥まで入れてください。
３．バッテリを挿入しますと充電表示ライトが「赤」に点灯し、充電を開始します。
　　充電完了すると「緑」の点灯に変わります。
　　充電時間は周囲温度（１０℃～４０℃）やバッテリの状態（新品・長期保存バッテリ
　　や寿命に近いバッテリなど）により変動します。
４．充電完了後すぐに使用しない場合は、バッテリの冷却を行いますので、そのまま差し
　　込んでおくことをおすすめします。
　　冷却時間は約３０分です。
５．バッテリを抜き取り、電源コンセントから充電器の電源プラグを抜いてください。

バッテリ

充電表示ライト

２３

使用方法

例：横配置で取り付ける場合

吊下げ用ネジ

固定用ネジ1

固定用ネジ2

［横配置の場合］ ［縦配置の場合］

手順２で取り付けた吊下げ用ネジに充電器を引っ掛けてください。
３. 充電器の取り付け

　　固定用ネジを図のように締め込んでください。

４. 充電器の固定



１７

使用方法

バッテリ寿命を長くする目的で出力を自動停止する保護機能がついています。
これはバッテリの保護機能によるものであり故障ではありません。
　・本機を使用中、バッテリ容量が少なくなると操作パネルのバッテリ切れお知らせランプ
　　が点灯します。　そのまま使用を継続するとレーザー光が消灯します。

　・満充電したバッテリを再度充電しないでください。
　・充電は周囲温度１０℃～４０℃の範囲で行ってください。
　・使用直後などの熱くなったバッテリは、充電器に差し込んで冷却してから充電する
　　ことをおすすめします。

バッテリの回収について

バッテリ保護機能

バッテリを長持ちさせるには

　・使用済みバッテリはリサイクルのため回収しております。お買い上げの販売店、
　　または当社営業所へご持参ください。

　・バッテリ切れお知らせランプは、ご利用状況や気温などによって実際の残容量と
　　異なる場合があります。

操作パネル

２4

使用方法

　・いつも安全に能率よくお使いいただくために定期点検をおすすめします。
　　修理・点検はお買い上げの販売店、または当社営業所にお申し付けください。
　・充電器の保管場所として次のような場所は避けてください。
　　×お子様の手が届いたり、簡単に持ち出せる所
　　×温度や湿度の急変する所
　　×湿気の多い所
　　×直射日光の当たる所
　　×揮発性物質の置いてある所



１６

使用方法

赤色部

バッテリは確実に本機に差し込んでください。ボタン上部の赤色部が見えている場合は
完全にロックされていません。赤色部が見えなくなるまで、しっかり差し込んでください。
 ・差し込みが不十分ですと、はずれて事故の原因になります。

警告

バッテリの取り付け・取りはずし方

　・お買い上げ時は、バッテリは十分に充電されていません。
　　ご使用前に充電器で正しく充電してからご使用ください。
　・使用しないときはバッテリカバーをかぶせてください。バッテリを水や
　　ほこりから保護するのに役立ちます。
　・使用しないときは本機からバッテリを抜いて保管してください。

　・バッテリを本機に取り付けるときは、片方の手で本機を押さえながら、本機の溝に
　　あわせ、奥まで確実に挿入してください。
　　この際、ボタン上部の赤色部が見えている場合は完全にロックされていません。
　　赤色部が見えなくなるまで、確実に挿入してください。
　・バッテリを本機から取りはずすときは、片方の手で本機を押さえながらもう一方の手で
　   １. バッテリ正面のボタンを下げながら
　   ２. スライドさせると取りはずせます。

ボタン
1

2

バッテリ（別販売品）について

２５

使用方法

ラベル

DCジャックプラグ

DCジャック

・使用する前にラベルの表示をご確認ください。

墨出し器専用以外のＡＣアダプタを使用すると故障する場合 が
ありますので使用しないでください。

注意

注
　・ＡＣアダプタではバッテリの充電はできません。
　・本機を使用しないときはＡＣアダプタの電源プラグを電源コンセントから抜いて
　　ください。

１．ＤＣジャックカバーをめくり、本機の電源スイッチがＯＦＦになっていることを
　　確認し、ＤＣジャックへＡＣアダプタのＤＣジャックプラグをつなぎます。
２．ＡＣアダプタの電源プラグを電源コンセントにつなぎます。

【ＡＣアダプタを使用する場合】
ＡＣアダプタ ( 別販売品 ) について

DCジャックカバー
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別販売品
・ＵＳＢ用アダプタ
　スライド式Li-ion 10.8V用
　部品番号(JPAADP06)　

エレベータ三脚ミニ
部品番号(TK00LM1001)

エレベータ三脚
部品番号(TK00LM4001)

3mエレベータ三脚
部品番号(TK00LM5030)

・エレベータ三脚
（下部レーザースポット光投射可能）

４００～１,１４０ｍｍ ６７０～１,８００ｍｍ ７９０～２,８７０ｍｍ

　　エレベータ三脚（３種）をご使用時の注意事項
　　　ＤＣジャック使用時は、三脚アダプタ（ＴＫ００ＬＭ１００２）を併用することを
　　　お勧めします。

・単３形電池ホルダ
　部品番号(A-67549)

・専用ＡＣアダプタ
　部品番号(TKALV42150)

・軽天・壁掛兼用マウント
　部品番号(A-63666)

・三脚アダプタ
　部品番号(TK00LM1002)　　　　　　　

２６

使用方法

　＊エレベータ三脚（別販売品）でＵＳＢ用アダプタを使用する場合、ＵＳＢ用
　　アダプタにハンドストラップ（別販売品）を取り付けてください。  
　　エレベータ三脚の固定ネジをしっかりと固定した状態で、図のように
　　ハンドストラップを固定ネジにかけて、ＵＳＢ用アダプタをご使用ください。
　　固定ネジが緩んでいると落下によりＵＳＢ用アダプタ
　　の故障や電源供給ケーブルの断線、ＵＳＢ端子や
　　ＤＣジャック部の故障の原因となります。 

ＵＳＢ用アダプタ ( 別販売品）について

バッテリ

ＵＳＢ用アダプタ

固定ネジ

エレベータ三脚

ハンドストラップ

電源供給ケーブル

注
　・ＵＳＢ用アダプタではバッテリの充電は
　　できません。
　・ＵＳＢ用アダプタ（ＡＤＰ０５、ＡＤＰ０６）
　　を使用する場合は、ＡＤＰ０５、ＡＤＰ０６
　　の取扱説明書をご確認ください。

３．ＵＳＢ用アダプタの電源スイッチをＯＮにした後、本機の電源スイッチを
　　ＯＮにしてください。

１．ＤＣジャックカバーをめくり、本機の電源がＯＦＦになっていることを確認し、
　　ＤＣジャックへ電源供給ケーブルのＤＣジャックプラグをつなぎます。
２．ＵＳＢ用アダプタにバッテリを接続します。

【ＵＳＢ用アダプタを使用する場合】

DCジャックプラグ

DCジャック
DCジャックカバー



１４

標準付属品
① ② ③ ④ ⑤

①本　機　 SK506GD
　　　　　(SK313GD)
　　　　　(SK210GD)

③バイス

⑤肩掛けベルト
⑥レーザー用透視メガネ

②リモコン追尾受光器

①

⑦

③⑥

④
⑦取扱説明書
⑧収納ケース

④単４アルカリ乾電池 ４本

②

⑧

⑧

⑦

⑥

別販売品

・ＵＳＢ用アダプタ
　部品番号(JPAADP05)　

・電源供給ケーブル
　部品番号(A-60171)　

・ハンドストラップ
　部品番号(A-59972)　

・充電器ＤＣ１０ＳＡ
　部品番号(JPADC10SA)　

・バッテリＢＬ１０４０Ｂ
　部品番号( A-59863)　

別販売品の詳細につきましてはカタログを参照していただくか、お買い上げ販売店、
または当社営業所へお問い合わせください。

・バッテリＢＬ１０１５
　部品番号( A-59841)　

⑤

２７

使用方法

単３形電池ホルダの使い方

注意
電池の取り付け、取りはずしの際は必ず単３形電池ホルダの電源スイッチをＯＦＦに
してください。
　・故障の原因になります。
単３形電池ホルダのDCジャックプラグをマキタ製品につなぐときは、必ずマキタ製品と
単３形電池ホルダの電源スイッチをＯＦＦにしてください。
　・故障の原因になります。

１．電池カバーを取りはずし、単３形電池ホルダに単３形電池４本を挿入します。
　・単３形電池ホルダ内に記載してある向きに合わせて、電池を入れてください。
２．電池カバーを取り付けます。
３．充電式追尾墨出し器本体のＤＣジャック
　　カバーをめくり、ＤＣジャックプラグを
　　墨出し器本体のＤＣジャックにつなぎます。
４．先に単３形電池ホルダの電源スイッチ
　　をＯＮにして、墨出し器本体の電源
　　スイッチをＯＮにしてください。

・単３形電池ホルダを充電式追尾
　墨出し器のバッテリ挿入部に取り
　付けて使用しないでください。
・ケーブルが巻き取られ故障の原因
　になります。
・電源スイッチをＯＮにしてもレーザー
　が点灯しない場合、新品の単３形電池に交換してください。
　墨出し器使用後、輝度切替スイッチでエコモードを選択し、
　電源スイッチをＯＦＦにすることをおすすめします。

注

※エレベータ三脚（別販売品）と一緒に使用する場合
１．単３形電池ホルダに別販売品のハンド
        ストラップを取り付けてください。
２．エレベータ三脚の固定ネジをしっかりと固定した状態で、
　　図のように単３形電池ホルダをハンドストラップで固定ネジにかけてご使用ください。

単３形電池ホルダ



１３

各部の名称
墨出し器

電源スイッチ

ハンドル

バッテリ

操作パネル
垂直レーザー光
射出窓（4）

水平レーザー光
射出窓（4）

円形気泡管

回転微調整
つまみ

調整ネジ脚

ゴム足
キャップ

下部スポット光
射出口 ( 底面 )

外部三脚取付ネジ穴
( 底面）

※1

※2

図は SK506GD、※1印の数値は SK313GDは (3)/SK210GD は (2)
※2 印の数値は SK313GD、SK210GDともに（1）です。

DCジャック
カバー

チャンネル切替
スイッチ用栓

下部スポット射出口

リモコン追尾受光器
円形気泡管
( タテ置き用）

収納式
ケガキ定規

受光窓

受光表示
ＬＥＤ

操作パネル

棒状気泡管
（ヨコ置き用）

赤外線通信窓
（自動追尾用）

赤外線通信窓
（リモコン用）

側面パネル
（両側面 )

収納式ケガキ
定規・ノブ

電池蓋

電池蓋
固定ネジ

バイス取付
　ネジ穴

バイス取付
　ガイド穴

２８

使用方法

本機を水平にします。円形気泡管の泡を赤い円の中央に
くるように調整ネジ脚を回して調整します。

円形気泡管

【電源ＯＮ】
電源スイッチを「Ｉ／ＯＮ」側に回します。
レーザー光が投射します。
前回電源ＯＦＦした時のライン光のモード、及び
輝度で投射します。

【電源ＯＦＦ】
電源スイッチを「Ｏ／ＯＦＦ」側に回します。
電源がＯＦＦし、内部の振子がロックします。

電源ＯＦＦしたあとでバッテリもしくは
ＤＣジャックプラグを抜いてください。

エレベータ三脚（別販売品）を使用する場合、
エレベータ三脚を先に据え付けます。
墨出し器をエレベータ三脚に取り付けます。
墨出し器の気泡管の泡が赤い円の中央にくる
ようにエレベータ三脚の脚を伸縮させてくだ
さい。

２．電源スイッチの操作

１．墨出し器の設置について
墨出し器の使い方

注

・単３形電池ホルダのケーブルは束ねないでください。また、ケーブルを踏んだり、
　三脚の足や身体に引っかけたりしないように注意してください。
　充電式追尾墨出し器が三脚ごと倒れ、故障、けがの原因になります。
・固定ネジが緩んでいると落下により単３形電池ホルダの故障やケーブルの断線、
　ＤＣジャック部の故障の原因となります。



１２

特　徴
[マキタの充電式リチウムイオンバッテリ(ＣＸＴ)対応]
　・１０.８Ｖスライド式バッテリシリーズに本機が加わりました。
　・お手持ちのＬｉ-ｉｏｎバッテリを本機に装着し、長時間の使用ができます。

[ダイレクトグリーン]
　・半導体グリーンレーザーを搭載しています。
　・明るい場所では高輝度モードに切り替えできます。
　・エコモードでは省エネになり、使用時間が伸びます。
[ 自動追尾機能搭載 ]
　・追尾機能で一人でおおがね・通り芯の
　　墨出し作業が簡単に正確にできます。

[ フルライン投射 ](SK506GDのみ)
　・フルラインで投射しますのであらゆる
　　作業での効率が高まります。

[ 墨出し器点灯モード記憶 ]
　・作業を中断しても消灯前の点灯モード
　　を記憶しています。

[ リモコン機能搭載 ]
　・墨出し器の水平回転／停止／逆回転を
　　遠隔操作できます。
　

・墨出し器のライン光投射モードを
　切替えできます。

　・墨出し器のライン光を消灯する
　　ことができます。

２９

使用方法

【ループバックスイッチ方式 】

作業に応じて、ライン光の投射モードを、操作パネルのライン切替スイッチで
選択します。

ライン切替スイッチ おおがね
　  ・
ろく200°

ライン光投射モード記憶機能付き
電源スイッチを一度切っても再投入したときは、同じ投射
ライン光で照射します。

SK506GD

３．ライン光の輝度切替

４．ライン光の投射モード切替

　　　　エ　コ：バッテリの使用時間が延びます。
　　　　通　常：高輝度とエコの中間の明るさです。
　　　　　　　　受光器使用時に最適なモードです。
　　　　高輝度：ライン光が明るくなります。
                 　　　　ＳＫ５０６ＧＤにおいて、フルラインモードでは、高輝度投射でき
　　　　　　　　ません。自動的に通常モードに切替ります。

さげふり
・ろく

おおがね
・ろく

おおがね
・通り芯
・ろく

クロス
ライン
・ろく

フルライン

輝度表示ＬＥＤ

輝度切替
スイッチ

全周
ろく

下部スポット光

下部スポット光

【ループバックスイッチ方式】

エコ 通常 高輝度
LED消灯 赤LED点灯

輝度
表示LED 緑LED点灯

さげふり
・ろく

おおがね
・ろく

おおがね
・ろく200°

おおがね
・通り芯
・ろく

フルライン全周
ろく

クロス
ライン
・ろく

作業に応じて投射ライン光の明るさを操作パネルの輝度切替スイッチで選択します。
電源スイッチを一度切っても、電源ＯＮ時は前回電源ＯＦＦした時の輝度で投射します。
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注
１．本機に搭載できるバッテリは、ＢＬ１０１５／ＢＬ１０４０Ｂです。
２．電源が離れていて、延長コードが必要なときは、充電器を最高の能率で支障なく
        ご使用していただくために十分な太さのコードをできるだけ短くお使いください。
　　使用できる延長コードの太さ（導体交称断面積）と長さの目安

延長コードの太さ（導体交称断面積） コードの長さの目安
２.０ｍｍ ３０ｍ２

注意
１０．ライン光の交点付近では受光器を使用しないでください。
　　　水平ライン光と垂直ライン光との交点付近では、受光器での検出ができません
　　　ので、本体を回転させるか、受光位置を変更してご使用ください。
１１．墨出し器とリモコン追尾受光器の間を障害物（手など）でさえぎらないでください。
　　　リモコンおよび追尾の赤外線信号が送受信ができず、正しい動作ができなくなります。
１２．リモコン追尾受光器は外乱（反射光やノイズ等）により正しく検出できない場合が
　　　あります。
１３．使用環境によりリモコン追尾受光器で検出または追尾しにくい時は、ライン光の
　　　明るさを通常モードで使用することを推奨します。
１４．リモコン追尾受光器で追尾完了時に検出が正しくない場合、乾電池の容量が少ない
　　　ことによる赤外通信エラーが考えられますので、新しい乾電池４本と交換して
　　　再度確認してください。
１５．他のリモコンを同時に使用しないでください。
　　　他の赤外線リモコンと混信して誤動作の原因になります。混信している場合、チャンネルを
　　　 切替えてご使用ください。詳しくは、【リモコンチャンネルの切替】をご覧ください。
１６．運搬する場合は、収納ケースに入れて運んでください。
１７．本機は必ず収納ケースに入れ、高温、多湿、振動、ほこりの多い場所を避けて
　　　保管してください。
１８．ＡＣアダプタ（別販売品）のコードが巻き付かないように操作してください。
１９．レーザー光射出口の窓は光学ガラスを採用しているため汚れると高精度の検出が
　　　できなくなることがありますので、柔らかい布などで拭き取ってください。
２０．本機が汚れた時は、乾いた柔らかい布で拭いてください。
　　　汚れがひどい時は、水にひたした布をよくしぼって拭き取ります。
　　　その後、もう一度乾いた柔らかい布で水分を拭き取ってください。

　　　アルコール、ベンジン、シンナーなどの揮発性の溶剤は使用しないでください。
　　　（変色、変形、変質などの故障の原因になります。）

２１．絶対に分解・改造をしないでください。
　　　本機を分解、改造すると故障、感電の原因となります。
２２．長期間ご使用にならない場合は、バッテリを取り外してください。
２３．使用者への安全教育について、レーザー光の性質、危険性など、十分理解の上
　　　ご使用ください。
２４．子供には使用させないでください。

３０

使用方法

水平微動装置

回転微調整つまみを回すと、水平回転の微調整が
できます。

※ ろく（水平ライン光）の高さはエレベータ三脚（別販売品）を使用 すると
　 容易にあわせることができます。

下部スポット光

SK313GD

SK210GD

ろく
さげふり
・ろく

おおがね

ろく さげふり
・ろく

おおがね
・通り芯
・ろく

おおがね

下部スポット光

ゴム足キャップは床面にキズを付けたくない
ときや床面が滑りやすいときにご使用ください。
ゴム足キャップは標準装備されています。
凹凸のあるコンクリート床などでは、 取り
外して使用することができます。

おおがね・
通り芯・ろく

ろく おおがね
・ろく

ろく
おおがね
・ろく

６．ゴム足キャップ

５．水平微動装置
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警 告

注意
１．作業前には点検を行い精度を確認してください。
　　  点検しないと、誤差が生じた場合に誤った作業をすることになります。
　　  詳しくは【精度の点検】をご覧ください。
２．強い振動・衝撃を与えないでください。
　　 過度な衝撃は破損や性能の低下をまねくことがあります。
　　 振動や衝撃が加わった場合には精度の点検を行ってください。
３．本機を移動させる時は電源をＯＦＦにしてからお持ちください。
　　作業が終了したら電源スイッチをＬＯＣＫ-ＯＦＦ側に回してください。
　　電源がＯＦＦになり内部がロックされます。
４．異常が認められた時は、本機をお使いにならないでください。
　　すぐに作業を中止して、お買い上げの販売店または、最寄の当社営業所にお申し付けください。
５．電源スイッチをＯＮ側に回してレーザーが点灯しない場合は、本機を２，３回軽く
         振ってください。
　　   本機を２，３回軽く振ってもレーザーが点灯しない場合は、使用を中止して、
　　   お買い上げの販売店または、最寄の当社営業所にお申し付けください。
６．電源投入時は、電源を切った時のライン光投射モードと同じモードから投射します。
         ライン光が眼に入らない位置でスイッチを操作してください。
７．付属のリモコン追尾受光器（LDG-4)はグリーン自動追尾機能搭載墨出し器専用です。
８．グリーンレーザーは視認性が高いため暗室や暗い場所では内部からの反射や外部の
　　ガラス等の反射光が視認できる場合があります。
９．結露したまま使用しないでください。
　　急激な温度変化により結露する場合があります。
　　結露が確認されましたら、電源を入れずに結露が取れるまで自然放置してください。

　・バッテリは、換気のよい場所で充電してください。バッテリや充電器を充電中、布など
　　で覆わないでください。破裂や火災の恐れがあります。
　・使用しない場合は、電源プラグを電源コンセントから抜いてください。
　　破裂や火災の恐れがあります。
　・電源コードが踏まれたり、引っかけられたり、無理な力を受けて損傷することがない
　　ような場所で充電してください。発煙、発火、感電の恐れがあります。
１５. ぬれた手で電源プラグに触れないでください。
　   ・感電の恐れがあります。
１６. バッテリは、電力量が１００Ｗｈを超える場合、
　　  危険物に分類されます。
　   ・輸送の際は、輸送会社にお問い合わせの上、指示に
           従ってください。
　   ・電力量は、バッテリ裏側の注意ラベルに記載されて
           います。（右図の〇部分）

３１

使用方法

1. 乾電池の取り付け／交換

2. リモコン追尾受光器の電源を入れる。

コイン等で電池蓋固定ネジを反時計回りに
まわして電池蓋をはずします。
新しい単4アルカリ乾電池4本を、電池ケース
の表示に合せ（＋）、（－）を正しく入れます。
電池蓋のフック部を本体の穴に合せて
差し込み、電池蓋固定ネジをコイン等
で締付けて固定します。

[リモコン追尾受光器の使い方]

電源スイッチ押すと、電源表示ＬＥＤ（緑色）
が点灯します。
各種作業を開始します。

3. 電源を切る。
電源スイッチを長押して「ピィッピィ」と
鳴ってから手を離すと電源が切れます。

※  オートパワーオフ機能付
最後の動作から約 ５ 分後に自動で電源が切れます。
電源を切り忘れて放置したり、収納袋に収納した場合に電池の消耗を防ぎます。

フック部

[ライン光の検出]
1. 墨出し器の準備

墨出し器の電源を入れます。
墨出し器のライン光を選択します。
墨出し器のライン光の明るさを通常モードで使用することを推奨します。

2. リモコン追尾受光器の電源を入れる。

3. リモコン追尾受光器の向き
リモコン追尾受光器の向きはライン光によって右図のようにします。

注 短押しの場合、墨出し器のレーザーが消灯します。（消灯モード）

ブザースイッチ

電源スイッチ

４. ブザースイッチの切替
音量小／音量大／消音の三段階切替【ループバック方式】
ブザー表示ＬＥＤ・・・【緑色】音量小／【赤色】音量大／【消灯】消音
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２．正しい付属品や別販売品を使用してください。
　・この取扱説明書および当社カタログに記載されている付属品や別販売品以外のものを
　　使用すると、故障、事故、けがの原因となる恐れがあるので使用しないでください。
　・本機が熱くなったり、異常に気づいたときは点検・修理に出してください。
　・本機は、該当する安全規格に適合しているので改造しないでください。
　・修理は、必ずお買い上げの販売店、または当社営業所にお申し付けください。
　・修理の知識や技術のない方が修理すると、十分な性能を発揮しないだけでなく、事故
　　やけがの恐れがあります。
３．使用時間が極端に短くなったバッテリは使用しないでください。
４．落としたり、何らかの損傷を受けたバッテリは使用しないでください。
５．雷が鳴ったり、長期間使用しない場合には、電源から電源プラグを抜いてください。
　　感電や火災の原因になります。
６．ラッカー、ペイント、ベンジン、シンナー、ガソリン、ガス、接着剤などのある場所
　　では充電しないでください。
　・爆発や火災の恐れがあります。
７．火災の恐れがあります。次のようなことをしないでください。
　・ダンボールなどの紙類、座布団などの衣類、畳、カーペット、ビニールなどの上では
　　充電しないでください。
　・風窓のある充電器は、充電中に風窓をふさがないでください。また風窓に金属類、
　　燃えやすいものを差し込まないでください。
　・綿ぼこりなど、ほこりの多い場所で充電しないでください。
８．充電器のバッテリ装着部には充電用端子があります。金属片・水などの異物を近づけ
　　ないでください。
　・そのまま充電を続けると発煙、発火、破裂の恐れがあります。
９. 充電器は充電以外の用途には使用しないでください。
１０. 充電中、発熱などの異常に気が付いたときは、直ちに電源プラグを抜いて充電を
　　 中止してください。そのまま充電を続けると発煙、発火、破裂の恐れがあります。
１１. バッテリは、火への投入、加熱をしないでください。
　・発火、破裂の恐れがあります。
１２ バッテリに釘を刺したり、衝撃を与えたり、分解・改造をしないでください。
　・発熱、発火、破裂の恐れがあります。
１３. バッテリを火のそばや炎天下など高温の場所で充電・使用・保管しないでください。
　・バッテリを周囲温度が５０℃以上に上がる可能性のある場所（金属の箱や夏の車内
　　など）に保管しないでください。バッテリ劣化の原因になり、発煙、発火の恐れが
　　あります。
１４. 正しく充電してください。
　・充電器は定格表示してある電源で使用してください。昇圧器などのトランス類を使用
　　したり直流電源やエンジン発電機では使用しないでください。（当社インバータ制御付
　　エンジン発電機は除く。）異常に発熱し、火災の恐れがあります。
　・周囲温度が１０℃未満、または周囲温度が４０℃以上ではバッテリを充電しないで
　　ください。破裂や火災の恐れがあります。

警 告

３２

使用方法
水平ライン光を検出します。 垂直ライン光を検出します。

4. ライン光の受光

受光表示ＬＥＤ（緑色）が点灯する位置で、
タテ置き用又はヨコ置き用の気泡管の泡が
中央付近にくるようにリモコン追尾受光器
を動かします。

収納式ケガキ定規を使用すると鉛筆などで
壁面や床面に印するときに便利です。

受光窓

緑色ＬＥＤ

橙色ＬＥＤ

赤色ＬＥＤ

ライン光が受光窓に当たるようにリモコン
追尾受光器を動かします。
受光表示ＬＥＤとライン光の位置は連動して
いますので受光表示ＬＥＤが点灯している位置
にライン光が投射していることが分かります。

5. 気泡管の確認

6. 検出位置を印する

水平ライン光

垂
直
ラ
イ
ン
光

９０°

９０°

９０°

収納式ケガキ
　定規ノブ

９０°

1. 墨出し器の電源を入れる。

2. リモコン追尾受光器の電源を入れる。

[リモコン機能の使い方]

墨出し器とリモコン追尾受光器のチャンネルが合っていないと反応
しませんので事前に確認してください。Ｐ３５を参照してください。注

赤外線通信窓

回転スイッチ

3. 墨出し器をリモコン操作

リモコン追尾受光器の赤外線通信窓を墨出し器に向けて
回転スイッチを押すと墨出し器が回転します。
スイッチは左／右回転どちらか回転させたい方向を
選んでください。
回転を停止させるには同じ回転スイッチを
もう一度押してください。
リモコンによる回転時、一定時間操作されない
場合は自動的に回転を停止します。

（１）本体を水平回転
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 ３． 電池は誤った使い方をしますと、破裂・発火の原因となることがあります。
        また、液漏れをして機器を腐食させたり、手や衣類などを汚す原因にもなります。
 ４．電池の取扱いについては、次の点に特に注意してください。
      ※ 金属小物（かぎ、コイン、装飾品ネックレスなど）と一緒にポケットやかばんなどに入れない
      ※ 加熱したり、火の中へは絶対に投げ込まない
      ※ 分解したり、ハンダ付けしない
      ※ 端子をショート（短絡）させない
      ※ 電池のプラスとマイナスの向きを逆に取り付けないでください。
      ※ 電池が液漏れした場合は、電池ホルダ内に付いた液をよく拭き取り、新しい電池と交換
　　   してください。
      ※ 電池の液は炎症ややけどの原因になることがあります。
      ※ 漏れた液が身体に付いたときは、水でよく洗い流してください。
      ※ 万が一電池の液が目に入ったときは、直ちにきれいな水で十分洗い医師の治療を受けて
           ください。
      ※ 使用済みの乾電池を処分する際は、お住まいの市町村の指示に従って処分してください。
      ※ 使用済みの充電池は、端子にテープなどを貼って絶縁してから、リサイクルボックスに
           お入れください。
ｈ）整備
         墨出し器は、専門家による純正部品だけを用いた修理により安全性を維持すること
         ができます。
　・本機、充電器、バッテリを分解、修理、改造はしないでください。発火したり、
　　異常動作して、けがをする恐れがあります。
　・本機が熱くなったり、異常に気づいたときは点検・修理に出してください。
　・本機は、該当する安全規格に適合しているので改造しないでください。
　・修理は、必ずお買い上げの販売店、または当社営業所にお申し付けください。
　・修理の知識や技術のない方が修理すると、十分な性能を発揮しないだけでなく、
　　事故やけがの恐れがあります。
ｉ）その他の安全事項
１．損傷した部品がないか点検してください。
　・異常・故障時には、直ちに使用を中止してください。そのまま使用すると発煙・
　　発火、感電、けがに至る恐れがあります。　　＜異常・故障例＞
　　×電源コードや電源プラグが異常に熱い。
　　×電源コードに深いキズや変形がある。
　　×電源コードを動かすと、通電したりしなかったりする。
　　×焦げくさい臭いがする。
　　×ビリビリと電気を感じる。
　・スイッチを入れても動かないなど不具合を感じた場合は、すぐにバッテリを抜いて
　　お買い上げの販売店、または当社営業所に点検、修理をお申し付けください。

警告

３３

使用方法

作業に応じて投射ラインのモードを切替できます。
短押しでライン光の投射モードが切替わります。
スイッチを押す毎に「ピィ」とブザーが鳴ります。
ライン光の投射モードについてはＰ２９、Ｐ３０の
［ライン光の投射モード切替］を参照してください。

（２）ライン光の投射モードを切替【ループバックスイッチ方式】 ライン切替スイッチ

ライン切替スイッチ

リモコン追尾受光器の赤外線通信窓を墨出し器に
向けてライン切替スイッチを長押しする毎に墨出し
器のライン光の明るさが３段階に切替わります。
ブザー音が「ピィッピィ」と二回鳴ります。
ライン光の明るさについてはＰ２９の［ライン光
の輝度切替］を参照してください。

（３）ライン光の輝度切替
【ループバックスイッチ方式】

リモコン追尾受光器の赤外線通信窓を墨出し器に向けて電源スイッチを
短押しするとライン光が消灯します。ブザー音が「ピィ」と鳴ります。
墨出し器本体の下部スポット光と輝度切替表示ＬＥＤ（緑色）が点滅します。

（４）ライン光消灯

電源スイッチ

短押し

リモコン追尾受光器でラインを消灯したまま墨出し器を収納･運搬しないで
ください。ロックされていませんので精度不具合になります。
墨出し器の電源スイッチをＯＦＦしてください。

ライン光の再点灯は、消灯前の輝度で投射します。
墨出し器の操作パネルのスイッチのいずれか又は、リモコン追尾受光器のライン
切替、側面パネルの回転スイッチもしくは電源スイッチのいずれかを押します。
側面パネルの回転スイッチを押すと墨出し器が回転します。

回転スイッチ

左側面パネル

回転スイッチ

右側面パネル

注
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３．マキタが指定した専用バッテリ以外使わないでください。また、改造したバッテリ
      （分解してセルなどの内蔵部品を交換したバッテリを含む）を使用しないでください。
　・墨出し器の性能や安全性なども損なう恐れがあり、火災やけが、故障、破裂などの
         原因になります。
４．バッテリの端子部を金属などで接触させないでください。
　・バッテリを金属と一緒に工具箱や釘袋などに保管しないでください。短絡して発熱、
         発火、破裂の恐れがあります。
　・本機または充電器からはずした後は、バッテリにバッテリカバーを必ず取り付けて
        ください。
５．高温などの過酷な条件下ではバッテリから液漏れすることがあります。
　　濡れ出た液体に不用意に触れないでください。
　・万が一、バッテリの液が目に入ったら、直ちにきれいな水で十分洗い医師の治療を
         受けてください。
　・バッテリの液は炎症ややけどの原因になることがあります。
６．ご使用済みのバッテリは一般家庭用ゴミとして棄てないでください。
　・棄てられたバッテリがゴミ収集車内などで破壊されて短絡（ショート）し、発火、
        発煙の原因になる恐れがあります。
ｆ）単３形電池ホルダ（以降、電池ホルダと表記）のご注意
 １． 電池ホルダは単3 形電池専用です。
 ２． 電池ホルダはマキタ製品以外に取り付けて使用しないでください。また、マキタ製
　    電動工具にも使用しないでください。
  　・火災や故障の原因となります。
 ３． 電池ホルダには種類、メーカーの異なる電池や残量が異なる電池（新しい電池と使用した
　　電池など）を一緒に使用しないでください。
  　• 充電池と乾電池を一緒に使用したり、マンガン乾電池とアルカリ乾電池などを混ぜて一緒
        に使用すると発熱、破裂、液漏れの原因となります。
 ４．電池を取り付けたままの電池ホルダを金属類と一緒にしないでください。
 　 • 金属類が DC ジャックプラグの金属部に触れると、発熱、破裂、液漏れの危険性があります。
 ５． 電池ホルダを水に浸けたり、ぬらさないでください。
 　 • 発熱、液漏れの原因となります。
 ６． 電池ホルダを使用しないときや保管するときは必ず電池ホルダのスイッチをOFF にし、
　　電池を電池ホルダから取りはずしてください。
 　 • 液漏れの原因となります。
 ７． 電池および電池ホルダは、使用前・使用後にかかわらず子供の手の届かない安全なところ
　　に保管してください。
 ８． 電池カバーがうまく閉まらない場合は、直ちに使用を中止し、子供が触らないようにしてください。
ｇ）電池の注意事項
 １． 電池を誤って飲み込んだと思われる場合は、直ちに医師の診察を受けてください。
 ２． 高温などの過酷な条件下では電池から液漏れすることがあります。漏れ出た液体に不用意
        に触れないでください。

警 告

３４

使用方法

１．墨出し器の準備 

２．リモコン追尾受光器の設置 

墨出し器の電源を入れ、垂直ラインを投射します。
地墨ポイントに下部スポット光が一致する位置に墨出し器を設置します。
墨出し器を水平にします。円形気泡管の泡を赤い円の中央にくるように調整します。

リモコン追尾受光器の電源を入れます。
リモコン／追尾スイッチを押します。
追尾表示ＬＥＤ（緑色）が点灯します。
リモコン追尾受光器の基準位置表示マークを所定の位置（基準墨）に一致する
ように横置きに設置します。
ヨコ置きの気泡管の泡が中央付近になるように設置してください。

　左右の基準位置表示マーク（溝）を基準墨に
　合わせて設置してください。誤差の要因となります。

[自動追尾機能の使い方]

地墨ポイント

基準位置表示マーク

基準墨

注

３．自動追尾の開始
リモコン追尾受光器の上側になっている方の回転スイッチを押します。
回転スイッチは左／右回転どちらか垂直ラインが早く到着する方向を選んでください。
回転スイッチを押すと墨出し器の輝度は「通常モード」に切り替わり、回転を開始します。

自動追尾を開始してからリモコン追尾受光器を上下
反転させないでください。正しい動作をしなくなります。注

自動追尾中に回転スイッチを押すと回転が一旦停止します。
再度回転スイッチを押すとスイッチの方向に自動追尾を再開します。
自動追尾中に回転方向と反対方向の回転スイッチを押すと反転します。

４.自動追尾の完了
垂直ラインが受光器のセンターに合うと緑色ＬＥＤが点灯し、約２秒間連続点灯後に、
ブザーが「ピィッピィ」と鳴って自動追尾動作を完了します。

赤外線通信窓
（自動追尾用）

注 自動追尾動作中にレーザー光もしくは
赤外線通信を障害物（手など）で遮ら
れると誤動作することがあります。
一定時間内に追尾動作が完了しない場合
は自動的に回転を停止します。



６

１．電源コンセントは充電器の電源プラグに合ったものを使用してください。また、電源
　　プラグの改造をしないでください。接地付きプラグは確実にアースをしてください。
　・改造していない電源プラグおよびそれに対応するコンセントを使用すれば、感電の
　　リスクが低減されます。
２．金属製のパイプや暖房器具、電子レンジ、冷蔵庫の外枠などアースされているもの
　　に身体を接触させないようにしてください。
　・感電する恐れがあります。
３．本機は、雨ざらしにしたり、湿った、またはぬれた場所で使用したりしないでください。
　・バッテリケースに水が入り、バッテリが短絡する恐れがあります。
４．充電器の電源コードを乱暴に扱わないでください。
　・電源コードを持って充電器を運んだり、引っ張ったりしないでください。
　     また、電源コードを抜くために電源コードを利用しないでください。
　・電源コードを熱、油、角のある所、動くものに近づけないでください。
          電源コードが損傷したり、身体に絡まって感電する恐れがあります。
５．使用環境に適した延長コードを使用してください。
６．ＵＳＢ端子付きの充電工具や充電器は端子間を短絡（ショート）させないでください。
　・針、針金がＵＳＢ端子内に入ると、短絡（ショート）して発煙、発火の恐れがあります。
７．ＡＣアダプタ（別販売品）・単３形電池ホルダ（別販売品）は墨出し器専用のものを
　　使用してください。
　・ＡＣアダプタは、交流１００Ｖ（ＡＣ１００Ｖ）の家庭用電源コンセントにつないで
　　ください。異なる電源電圧で使用すると、火災や感電の原因となります。
８．ぬれた手でＡＣアダプタの抜き差しをしないでください。
　・感電の原因となります。
９．電源供給ケーブル・ＡＣアダプタ・単３形電池ホルダを口でくわえないでください。
　・感電の原因となります。
１０．ＡＣアダプタを使用して異常が起きたら
　・電源を切り、ＡＣアダプタをコンセントから抜いてバッテリをはずし、お買い上げの
　　販売店、または当社営業所に修理をお申し付けください。

警告
ｃ）電気に関する安全事項

１．バッテリを差し込む前に、スイッチが切れていることを確認してください。
　・スイッチがオンの位置にあるときにバッテリを差し込むと事故につながります。
２．バッテリは専用充電器以外では充電しないでください。
　・ほかのバッテリ用の充電器を流用すると、火災、発熱、破裂、液漏れの恐れ があります。

ｄ）充電工具の保管
１．使用しない充電工具は、きちんと保管してください。
　・子供の手の届かない安全な所、乾燥した鍵のかかる所に保管してください。

ｅ）バッテリの使用と手入れ

３５

使用方法

■ リモコン追尾受光器と墨出し器は赤外線通信を行います。
同じ場所で本品を2台以上使用する場合は、誤動作を防止するためチャンネルを
変更してください。チャンネル切替えはリモコン追尾受光器と墨出し器の両方を
以下の手順で同じチャンネルに設定します。
チャンネルは「1」～「3」の３チャンネル
（出荷時は 1 チャンネルに合わせてあります。）

２．リモコン追尾受光器側

１．墨出し器側

スライドスイッチ

チャンネル切替は図のようなスライドスイッチを
任意のチャンネル番号に合わせます。

スライドスイッチ

① 墨出し器底面にあるチャンネル切替スイッチ用栓をコイン等で外します。
② チャンネルを切替えます。

チャンネル切替は図のようなスライドスイッチを
墨出し器側のチャンネル番号に合わせます。

① 電池蓋を外します。
② チャンネルを切替えます。

[リモコンチャンネルの切替]

墨出し器底面基板に触れないようにしてください。

チャンネル切替
スイッチ用栓

注

５．自動追尾を中止する。
リモコン追尾受光器のリモコン／追尾切替スイッチを押すと回転を停止し、追尾を
中止します。

注 リモコン追尾受光器の電池が消耗した場合、墨出し器の回転が停止します。
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注意文の 　　　　・　　　     ・　　の意味について警 告 注 意 注
ご使用上の注意事項は　　　　     ・　　　　      ・　　に区分していますが、
それぞれ次の意味を表します。

警 告 注 意 注

：取り扱いを誤ると使用者が死亡または障害を負う
　可能性のある内容のご注意。警 告

注 意 ：取り扱いを誤ると使用者が傷害を負う可能性または
　物損事故が発生する可能性のある内容のご注意。

注 ：製品および付属品の取り扱いなどに関する重要なご注意。

安全・使用上のご注意

　・ご使用前に、「取扱説明書」と「安全上のご注意」すべてをよくお読みの上正しく使用
　　してください。
　・感電、火災、重傷などの事故を未然に防ぐために、この「安全上のご注意」を必ず
　　守ってください。
　・「充電工具」は、充電式（バッテリパック式）電動工具を示します。

警 告

　・本機はレーザー光を投射します。レーザー安全基準（JIS C6802：2014）のクラス２
　　に準拠していますが、以下の内容に注意してください。
　　■ 光学器具で直接レーザー光を見ないでください。
　　　 望遠鏡やルーペなどでレーザー光を直接見ると危険です。
　　■ レーザー光を直接のぞかないでください。
　　■ レーザー光路は眼の高さを避けてください。
　　■ レーザー光路に立ち入らないようにしてください。
　　■ レーザー光路に反射物を置かないでください。
　　■ レーザー光を他の人に向けないでください。
　・レーザー光を連続して見ると、視力障害を起こすことがあります。
　　障害が疑われる場合は速やかに医師の診断を受けてください。

  ａ）レーザー光に関する安全事項

ｂ）作業環境
１．作業場は、整理整頓し、いつもきれいに保ってください。
　・ちらかった暗い場所や作業台は、事故の原因となります。
２．可燃性の液体・ガス・粉じんのある場所で使用しないでください。
　・充電工具から発生する火花が発火や爆発の原因になります。
３．使用中は子供や第三者を作業場に近づけないでください。
　・注意力が散漫になり、操作に集中できなくなる可能性があります。
　・作業者以外、充電工具や充電器のコードに触れさせないでください。

３６

使用方法
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収納ケースの空気抜きについて
外気とケース内の気圧差により、収納ケースの上蓋
が開かない場合があります。
その際は、空気抜き栓をＯＰＥＮ側に回してください。
外気とケース内の気圧差が解消され上蓋が開けやすく
なります。
使用後は、空気抜き栓を忘れずにＣＬＯＳＥ側に
回わして戻してください。

注 空気抜き栓を強く回さないでください。
部品故障の原因になります。

空気抜き栓
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（２）リモコン追尾受光器

受  光  距  離 １ ｍ ～ ２５ ｍ（墨出し器の輝度：通常モード時）
受  光  精  度  レーザー光中心から ± 1 ｍ ｍ 以内 

表示ＬＥＤ受光検出表示

 

ブ ザ ー 音

音 量 表 示
 

単 ４ アルカリ乾電池 （ Ｌ Ｒ ０ ３ ） × ４ 本
電源表示ＬＥＤ点滅で電圧低下警告

使用温度範囲 － １０℃ ～ ＋ ４ ０ ℃
防塵防水性能 保護等級　Ｉ Ｐ ５ 6 （ Ｊ Ｉ Ｓ  Ｃ ０９２０）
寸　　　　法 １８８ ｍ ｍ × ５６ ｍ ｍ × ３９ ｍ ｍ 
質　　　　量   ２１０　ｇ （乾電池含む）

※仕様および形状などは改良のため変更する場合があります。
※仕様値は使用環境条件等により異なることがあります。

電　　　　源

ラインＬＥＤ３段階表示：赤色／緑色／橙色
検出音：長断続音／連続／短断続音

電池交換表示

1 ｍ ～ １ ５ ｍ（墨出し器の輝度：通常モード時）
1 m ～ １ ５ ｍ

機　　　　能 ● グリーンレーザー光位置検出（受光機能）
● 自動追尾機能

音量 3 段階切替：　小 → 大 → 消音
緑色点灯：小音量、赤色点灯：大音量、消灯：消音

● リモコン機能

リモコン機能、自動追尾機能　使用距離 ： 1m ～ 15 ｍ

上方向 ３ ｍ以内

下方向 2 ｍ以内

1m ～ 15 ｍ

※上記リモコンの使用可能距離は、屋内での目安です。

 自  動  追  尾  使  用  距  離

1）本体水平回転
2）ライン光投射モード切替
3）ライン光輝度切替
4）ライン光消灯
　

リ  モ  コ  ン  使  用  距  離

ブザー音量

３７

精度の点検
　

■ 点検して誤差が大きい場合は、お買上げの販売店または、最寄りの当社営業所に
お申し付けください。

①両壁まで約５ｍの中央に墨出し器を設置します。

②気泡管の泡が赤い円印の中央にくるよう調整
　します。

③壁面に投射させた水平ライン光の位置に印（Ａ）
　をつけます。

④本体を１８０°回転させ水平ライン光の位置に
　印（Ｂ）をつけます。

⑤墨出し器を壁面から1ｍ離した位置に移動し、
　気泡管の泡を中央に調整します。

⑥先ほど印したＢ点付近の水平ライン光の位置に
　印（Ｂ’）をつけます。

⑦本体を１８０°回転させ水平ライン光の位置に
　印（Ａ’）をつけます。
　（Ａ－Ａ’）と（Ｂ－Ｂ’）の差が 1 ｍｍ以内であれば
　正常です。

⑧本体を水平回転し水平ライン光が先に記した点
　（Ａ’）との差が最大になるズレを確認します。
　Ａ’点とのズレが 1 ｍｍ以内であれば正常です。

A

5m

B

A’

AB

B’

A’

１．水平ライン精度の点検



マグネットダンパー方式

光　　　　源

 

下部スポット光：赤色半導体レーザー
波　　　　長

 

５１０～５３０ｎｍ（下部スポット光６５０～６６０ｎｍ） 

各５ｍＷ以下（JIS C 6802：2014 レーザークラス２）光 　 出 　 力

１. ５ ｍｍ／1ｍ（下部スポット光）

 
２.５ｍｍ／１０ｍ 
垂直130°±10％
通り芯240°±20％
水平360°

さげふり･ろく／
おおがね・ろく／
おおがね・ろく200°／
おおがね・通り芯・ろく／
クロスライン・ろく／
全周ろく／フルライン

指　示　方　式
鉛 直 指 示 範 囲

制 動 方 式
精 　 　 　 　 度

３モード（常時パルス）エコモード／通常モード／高輝度モード
ジンバル機構による自動鉛直指示
±１.５ °（範囲外は消灯で警告）

投 射 光 ±１ｍｍ／１０ｍ
おおがね ９０°±０．０１°
バッテリ／専用ＡＣアダプタ／ＵＳＢ用アダプタ
フルライン時
エコモード時　：約１２ｈ
通常モード時　：約　９ｈ
高輝度モード時：約－－－

使　用　時　間
(BL1015使用時)

電 　 　 　 　 源

使 用 温 度 範 囲 －１０℃～＋４０℃
バ ッ テ リ 切 れ お 知 ら せ 表 示 バッテリ切れお知らせランプ（黄色）点灯

寸 　 　 　 　 法 径 φ １０１ ｍｍ ｘ 高さ ２５５  ｍｍ（突出部を除く）
質量(バッテリ含)

 

１.９ｋｇ（バッテリＢＬ１０１５搭載時）
三 脚 ネ ジ Ｗ５ ／ ８

 

標 準 付 属 品 リモコン追尾受光器、専用バイス、レーザー用透視メガネ
収納ケース、肩掛けベルト

※仕様および形状などは改良のため変更する場合があります。
※仕様値は使用環境条件等により異なります。

レーザー投射光

ラ イ ン 光 切 替

ラ　イ　ン　幅
ライン投射角

ス ポ ッ ト 径

Ｅ Ｓ Ｄ 保護対策 レベル：４（国際規格 ＩＥＣ６１０００－４－２）

ライン光　　　：緑色半導体レーザー

※ ０℃以下での使用の際、電源投入直後はラインが薄くなる場合がありますが 故障
　 ではありません。レーザーを点灯させ安定するまでお待ちください。

主要機能

３

ＳＫ５０６ＧＤ ＳＫ３１３ＧＤ ＳＫ２１０ＧＤ

おおがね・通り芯・ろく時
エコモード時　：約 １８ｈ
通常モード時　：約 １５ｈ
高輝度モード時：約 １０ｈ

おおがね・ろく時
エコモード時　：約 ２０ｈ
通常モード時　：約 １７ｈ
高輝度モード時：約 １２ｈ

垂直130°±10％
通り芯240°±20％
水平110°±10％

垂直130°±10％
水平110°±10％

ろく／
さげふり･ろく／
おおがね･通り芯・ろく

ろく／
おおがね／
おおがね・ろく

輝　度　切　替

自 動 追 尾 装 置 グリーン専用自動追尾受光器対応

（１）追尾墨出し器

３８

精度の点検
２．鉛直点および垂直ライン精度の点検

①床から約３ｍ離した壁面に「下げ振り」を設置します。
②墨出し器を壁面から３ｍ～5ｍ離して設置します。
③気泡管の泡が赤い円印の中央にくるよう調整します。
④さげふりモードかおおがねモードに切替えます。
⑤天井に投射された鉛直点を観測しながら墨出し器を
　水平回転させます。
　鉛直点がライン光の幅以上に動かなければ正常です。
⑥墨出し器を水平回転させ垂直ライン光を「下げ振り」
　の糸に一致させます。
　回転微調整つまみを使用すると正確に合わせること
　ができます。
　垂直ライン光と「下げ振り」の糸が合っていれば
　正常です。

３．通り芯精度の点検
①壁の間が4～6mくらいの室内の中央付近に地墨
　マークを設け、本機をマークに設置します。
② 垂直ライン光を投射します。
③右壁面に投射された通り芯ライン光の中央付近に
　マーキングＡを点け正面の壁面に投射された
　おおがねラインの中央付近にマーキング Ｂを点け
　ます。左壁面に投射された通り芯ライン光の中央
　付近にマーキングＣを点けます。
④本機がずれないようにゆっくりと１８０°水平回転
　し、左壁面のマーキング Ｃ に右側垂直ラインを
　合わせ、右壁面に投射された左側垂直ラインの
　中央付近にマーキングＤを点けます。
⑤マーキングＡとＤの差が１ｍｍ以内であれば正常
　です。
⑥他の通り芯ライン光についても同様に精度点検を
　してください。   

　
　

　ﾏｰｷﾝｸﾞＢ
（正面壁面）ﾏｰｷﾝｸﾞＣ

(左壁面）

　ﾏｰｷﾝｸﾞＡ
（右壁面）

　
  ﾏｰｷﾝｸﾞＢ
（正面壁面）

ﾏｰｷﾝｸﾞＣ
(左壁面）

　ﾏｰｷﾝｸﾞＡ
（右壁面）

　ﾏｰｷﾝｸﾞＤ
（右壁面）
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３９

精度の点検
４．おおがね精度の点検

①壁の間が4～6mくらいの室内の中央付近に地墨マーク
を設け、本機をマークに設置します。

②全ての 垂直ライン光を投射します。
③右壁面に投射された通り芯ライン光の中央付近に

マーキングＡを点け正面の壁面に投射された おおがね
ラインの中央付近にマーキング Ｂを点けます。
左壁面に投射された通り芯ライン光の中央付近に
マーキングＣを点けます。

④本機がずれないようにゆっくりと水平回転し、正面
壁面のマーキング Ｂに右側垂直ラインを合わせ、
左壁面に投射されたおおがねラインの中央付近に
マーキングＣ’ を点けます。

⑤マーキングＣとＣ’ の差が１ｍｍ以内であれば正常
です。

⑥他のおおがねライン光についても同様に精度点検を
してください。

［ＳＫ２１０ＧＤの場合］

ﾏｰｷﾝｸﾞＣ’
（左壁面）

ﾏｰｷﾝｸﾞC

ﾏｰｷﾝｸﾞＢ
（正面壁面）

　
　

ﾏｰｷﾝｸﾞＢ
（正面壁面）

ﾏｰｷﾝｸﾞＣ
（左壁面）

ﾏｰｷﾝｸﾞＡ
（右壁面）

ﾏｰｷﾝｸﾞＣ
(左壁面）

ﾏｰｷﾝｸﾞＤ

ﾏｰｷﾝｸﾞＢ
（正面壁面）

ﾏｰｷﾝｸﾞＣ
(左壁面）

ﾏｰｷﾝｸﾞＢ
（正面壁面）

（背面壁面） ﾏｰｷﾝｸﾞＡ
（右壁面）

ﾏｰｷﾝｸﾞＢ’
（正面壁面）

(左壁面）
①壁の間が4～6mくらいの室内の中央付近に地墨

マークを設け、本機をマークに設置します。
②全ての 垂直ライン光を投射します。
③正面と左壁面に投射された垂直ライン光の中央付近

にマーキング（Ｂ、Ｃ）を点けます。
④正面の垂直ライン光をマーキングＣに合わせ、背面

壁面の中央付近にマーキングＤを点けます。
⑤同様にマーキングＡ、Ｂ’を点けます。
⑥ＢとＢ’の差が３ｍｍ以内であれば正常です。



ヒュ－マンハードウェアのマキタ

人の暮らしとすまいのために･･････

モデル  SK506GD
取扱説明書

充電式屋内・屋外兼用
追尾墨出し器

ESD保護対策
ダイレクトグリーン

このたびは マキタ充電式屋内･屋外兼用追尾墨
出し器をお買い上げ賜り厚くお礼申し上げます。
ご使用に先立ち、この取扱説明書をよくお読み
いただき本製品の性能を十分ご理解の上で、適
切な取り扱いと保守をしていただいて、いつま
でも安全に能率よくお使いくださるようお願い
いたします。
なお、この取扱説明書はお
手元に大切に保管してくだ
さい。

モデル  SK313GD
モデル  SK210GD


